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2021年（令和３年）

国
交
省
、高
速
料
金
見
直
し
な
ど
中
間
答
申

中
企
庁
、事
業
再
構
築
補
助
金
第
３
回
公
募

東
ト
協
、フ
ェ
ス
タ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ

東
ト
協
、第
22
期
物
流
経
営
士
課
程
・
募
集

全
ト
協
、業
界
景
況
感
調
査
４
～
６
月
期

２3４５７

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

７
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 124.4円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 110.8円
☆元売り発行カード 平 均 = 118.3円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 115.0円
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都
で
は
、
新
型
感
染
症
対

策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
加
速
す
る
た
め
、
都
内
各

地
に
大
規
模
接
種
会
場
を
開

設
・
運
営
し
て
い
る
が
、
今

回
、
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製

ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
大
規

模
接
種
会
場
の
開
設
・
再
編

を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
う

ち
３
会
場
で
、
都
民
生
活
を

支
え
、
人
と
直
接
接
す
る
機

会
が
多
い
業
種
の
従
事
者
な

ど
を
接
種
対
象
に
加
え
た
も

の
。

　

接
種
対
象
は
、18
歳
以
上

で
地
方
自
治
体
か
ら
送
付
の

接
種
券
を
持
つ
者
で
、
か
つ

都
内
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

な
ど
に
従
事
、
お
よ
び
都
内

　
東
京
都
は
、
都
が
設
置
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
大
規
模
接
種
会

場
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
は

じ
め
、
都
内
の
物
流
・
運
送
サ
ー
ビ
ス
従

事
者
な
ど
を
接
種
対
象
に
追
加
・
拡
大
し

た
。
都
が
８
月
13
日
に
発
表
し
た
も
の
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
浅
井
隆
会
長
）で

は
か
ね
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
な
ど
運
送

事
業
従
事
者
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
都
民
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
、

優
先
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
都
や
都
議
会

に
要
望
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
要
望
を

踏
ま
え
、今
回
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
従
事

者
な
ど
を
対
象
と
し
た
接
種
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

に
在
住
し
都
外
で
同
事
業
な

ど
に
従
事
す
る
者
。

　

対
象
会
場
は
、
東
京
都
乃

木
坂
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
、

都
庁
北
展
望
室
ワ
ク
チ
ン
接

種
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
南
展
望

室
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

の
３
か
所
。
予
約
方
法
は
Ｗ

ｅ
ｂ
予
約
の
み
。

　

都
で
は
、
こ
う
し
た
大
規

模
接
種
会
場
の
ほ
か
、
東
京

商
工
会
議
所
や
東
京
都
商
工

会
連
合
会
な
ど
経
済
団
体
と

連
携
し
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
中
小

企
業
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
接
種
を
行
っ

て
い
る（
な
お
、
飯
田
橋
会

場
は
す
べ
て
予
約
済
み
で
、

多
摩
地
域
に
設
置
し
て
い
る

２
会
場
も
予
約
が
混
み
合
っ

て
い
る
状
況
）。

　

東
ト
協
で
は
昨
年
来
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
従
事
者
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
都
や
都
議
会
各
党
会

　
東
京
貨
物
運
送
健
康
保
険

組
合（
浅
井
隆
理
事
長
・
東

ト
協
会
長
）は
９

月
上
旬
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
職

域
接
種
を
実
施
す

る
。
こ
れ
に
伴
い

８
月
23
日
か
ら
予

約
受
付
を
開
始
し

た
。

　
接
種
対
象
は
東

貨
健
保
の
被
保
険
者
、
お
よ

び
18
歳
以
上
の
被
扶
養
者
と

同
居
の
家
族
。
使
用
ワ
ク
チ

ン
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
で
、
接
種
可
能

人
数
は
１
２
０
０
人（
先
着

順
）。

　

予
約
方
法
は
、
予
約
サ
イ

ト（h
ttps://reserva.

be/risp

）か
ら
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申

し
込
む
。予
約
申
し
込
み
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
み
で
受
付
を

行
い
、
電
話
で
の
予
約
受
付

は
行
っ
て
い
な
い
。

　

接
種
日（
第
１
回
目
／
第

２
回
目
）は
、次
の
通
り
。

▽
９
月
12
日
／
10
月
10
日

▽
９
月
13
日
／
10
月
11
日

▽
９
月
18
日
／
10
月
16
日

▽
９
月
22
日
／
10
月
20
日

▽
９
月
25
日
／
10
月
23
日

▽
９
月
29
日
／
10
月
27
日

▽
10
月
２
日
／
10
月
30
日

▽
10
月
３
日
／
10
月
31
日

予
約
受
付
の
締
め
切
り

は
、
各
接
種
日
の
1
週
間
前

ま
で（
定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
終
了
）。

　

会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
貨

健
保
会
館
６
階
ホ
ー
ル
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
貨

健
保
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

（
予
診
票
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
ワ
ク

チ
ン
接
種
予
約
・
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
☎
０
５
０・
５
３

５
８・０
６
０
０
）

　

政
府
は
８
月
17
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
９
月
12
日
ま

で
東
京
都
な
ど
６
府
県
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
延
長

す
る
と
と
も
に
、
対
象
地
域

に
７
府
県
を
追
加
し
、13
都

府
県
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
ま
た「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
に
つ
い
て
、

９
月
12
日
ま
で
６
道
県
へ
の

措
置
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、
対
象
地
域
に
10
県
を
追

加
し
、16
道
県
に
拡
大
し
た
。

派
に
要
望
し
、８
月
初
め
に

も
都
議
会
自
由
民
主
党
に
対

し
、
改
め
て
早
期
接
種
を
働

き
か
け
て
い
た
。

　

詳
細
は「
東
京
都
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」、
ま

た
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

　

政
府
は
８
月
４
日
、
第
２

回「
交
通
安
全
対
策
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
」
を
開
催

し
、「
通
学
路
等
に
お
け
る

交
通
安
全
の
確
保
及
び
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
係
る
緊
急
対

策
」
を
決
定
し
、
運
送
事
業

用
自
動
車
で
の
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

な
ど
を
推
進
す
る
方
針
。

　
６
月
28
日
に
千
葉
県
八
街

市
で
発
生
し
た
、
下
校
中
の

小
学
生
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が

衝
突
し
５
人
が
死
傷
し
た
交

通
事
故
を
踏
ま
え
、
政
府
は

同
30
日
に
第
１
回
関
係
閣
僚

会
議
を
開
催
し
、
菅
義
偉
内

閣
総
理
大
臣
が「
子
供
の
安

全
を
守
る
た
め
の
万
全
な
対

策
を
講
じ
る
」
こ
と
を
指
示

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
第
２

回
関
係
閣
僚
会
議
で
緊
急
対

策
を
決
め
た
も
の
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、ま
ず「
通

学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全

の
確
保
」
に
向
け
て
、
全
国

の
通
学
路
を
対
象
と
し
た
合

同
点
検
の
実
施
お
よ
び
対
策

必
要
箇
所
の
抽
出
、
対
策
案

の
検
討
・
作
成
、
子
供
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

あ
わ
せ
て
、「
飲
酒
運
転

の
根
絶
」
に
向
け
て
、
安
全

運
転
管
理
者
の
未
選
任
事
業

所
の
一
掃
な
ど
使
用
者
対
策

の
強
化
、
交
通
安
全
教
育
お

よ
び
広
報
啓
発
活
動
な
ど
の

推
進
、
取
り
締
ま
り
の
一
層

の
強
化
、
運
送
事
業
者
に
よ

る
取
り
組
み
強
化
な
ど
を
図

っ
て
い
く
方
針
。

　
特
に
飲
酒
運
転
根
絶
に
向

け
た
取
り
締
ま
り
の
一
層
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
飲
酒
運

転
や
飲
酒
ひ
き
逃
げ
事
件

で
検
挙
し
た
際
に
は
、
運
転

者
の
み
な
ら
ず
、
車
両
の
提

供
者
や
飲
酒
場
所
な
ど
の
ほ

か
、
使
用
者
に
対
す
る
徹
底

し
た
捜
査
を
行
い
、
車
両
の

提
供
、
飲
酒
運
転
の
下
命
・

容
認
行
為
な
ど
に
つ
い
て
確

実
な
立
件
に
努
め
る
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
送
事
業
用
自
動

車
に
関
し
て
は
従
来

か
ら
、
運
行
管
理
者

制
度
に
よ
り
、
乗
務

前
後
に
お
け
る
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
に
よ

る
酒
気
帯
び
確
認
の
義
務
付

け
、
飲
酒
運
転
防
止
を
含
め

た
安
全
運
転
教
育
の
義
務
付

け
、
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
た
事
業
者
に
対
す
る
行
政

処
分
の
強
化
な
ど
、
飲
酒
運

転
ゼ
ロ
を
目
標
に
徹
底
し
た

対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
国
や
適
正
化
事
業
実

施
機
関
に
よ
る
監
査
な
ど
を

通
じ
、
運
行
管
理
者
の
適
切

な
業
務
実
施
な
ど
を
確
保
す

る
。

　

さ
ら
に
、
運
送
事
業
者
に

よ
る
優
良
事
例
に
つ
い
て
詳

細
な
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を

情
報
共
有
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
事
業
者
の
さ
ら
な
る

飲
酒
運
転
対
策
を
促
す
。
あ

わ
せ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
の
普
及
促

進
な
ど
に
よ
り
、
飲
酒
傾
向

の
強
い
運
転
者
へ
の
対
策
を

講
じ
る
。

　
こ
れ
ら
施
策
を
着
実
に
推

　

東
京
都
は
、
東
京
商
工
会

議
所
や
東
京
都
医
師
会
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
、「
職

場
で
始
め
る
！
感
染
症
対
応

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
、
新
た
な
参
加
企
業

を
募
集
す
る
た
め
、８
月
以

降
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
形
式
に
よ

る
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
も
役
立
つ
こ
と

か
ら
、
従
業
員
の
健
康
維
持

や
企
業
の
リ
ス
ク
対
策
の
一

助
と
し
て
、
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成

27
年
度
か
ら
、
都
内
の
企
業

や
個
人
事
業
主
な
ど
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
も
の
。
参
加

企
業
は「
感
染
症
理
解
の
た

め
の
従
業
者
研
修
」
な
ど
３

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
択
し
、

職
場
で
必
要
な
感
染
症
対
策

に
取
り
組
み
、
支
援
ツ
ー
ル

の
提
供
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
。
参
加
費
は
無
料
。

　
参
加
申
し
込
み
を
し
た
企

業
は「
協
力
企
業
」、選
択
コ

ー
ス
を
修
了
し
た
企
業
を

「
達
成
企
業
」と
し
て
、都
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
公

開
し
、Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
参
加
募
集
の
説
明
会
は
全

５
回
に
わ
た
り
実
施
。
プ
ロ

進
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
の

局
長
級
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
実
施
方

法
な
ど
を
説
明
す
る
ほ
か
、

専
門
家
に
よ
る
講
演
動
画
を

Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
す
る
。

　
第
１
回
の
講
演
タ
イ
ト
ル

は「
職
場
の
感
染
症
対
策
・

総
論
」
で
、
視
聴
申
し
込
み

期
間
は
８
月
10
日
か
ら
９
月

９
日
ま
で
。
第
２
回
は
９
月

に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン（
仮
題
）」を
配
信

予
定
。
な
お
、
第
３・
４・
５

回
は
９
月
以
降
、
順
次
配
信

す
る
予
定
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

の
東
商
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
商

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
部（
☎

03
・
３
２
８
３・
７

６
７
０
）

都庁南展望室都庁南展望室
ワクチン接種センターの受付カウンターワクチン接種センターの受付カウンター

東京都 コロナワクチン接種コロナワクチン接種

東
ト
協
要
望
な
ど
に
対
応

東
ト
協
要
望
な
ど
に
対
応

大
規
模
３
会
場
で
実
施
へ

大
規
模
３
会
場
で
実
施
へ

Ｗｅｂ予約・受付中 東貨健保

ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

９
月
上
旬
か
ら
実
施
へ

政府

トラック運送業など対象に

緊
急
事
態
宣
言

９
月
12
日
ま
で
延
長

政
府

飲
酒
運
転
根
絶
な
ど
緊
急
対
策

飲
酒
運
転
根
絶
な
ど
緊
急
対
策

千
葉
県
の
小
学
生
死
傷
事
故
で

千
葉
県
の
小
学
生
死
傷
事
故
で

交
通
安
全
対
策

関
係
閣
僚
会
議

プロジェクトプロジェクト
参加企業募集参加企業募集

感染症対応力向上へ感染症対応力向上へ

８
月
以
降
Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会

Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会

東
京
都
・
東
商
な
ど
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

り
方
な
ど
に
つ
い
て
提
言
。

　

こ
の
う
ち
、
高
速
道
路
を

持
続
的
に
利
用
す
る
枠
組
み

に
つ
い
て
、
更
新
や
進
化
・

改
良
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
利
用
者
負
担
を
基

本
と
し
て
、
料
金
徴
収
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
料
金
制
度
に
関
し

て
は
、
全
国
料
金
に
お
け
る

深
夜
割
引
や
大
口
・
多
頻
度

割
引
な
ど
の
見
直
し
の
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
大
都

市
圏
料
金
の
公
平
な
料
金
体

系
に
向
け
て
、
激
変
緩
和
措

置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い

る
、
上
限
料
金
を
順
次
見
直

す
べ
き
と
提
言
し
た
。

　
料
金
制
度
に
関
す
る
提
言

の
概
要
は
、次
の
通
り
。

〈
全
国
料
金
〉

　
▽
深
夜
割
引
＝
適
用
時
間

帯
の
走
行
分
料
金
を
対
象
に

割
引
を
行
う
よ
う
な
見
直
し

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
夜

間
利
用
の
促
進
や
ト
ラ
ッ
ク

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
３

年
度「
自
動
車
環
境
総
合
改

善
対
策
費
補
助

金
」（
地
域
交
通

の
グ
リ
ー
ン
化

に
向
け
た
次
世

代
自
動
車
の
普

及
促
進
事
業
／

事
業
Ⅱ
・
Ⅲ
）

に
つ
い
て
、
９

月
１
日
か
ら
交

付
予
定
枠
の
申

し
込
み
受
付
を
行
う
。
受
付

期
間
は
９
月
17
日
ま
で
。

　
補
助
金
の
交
付
申
請
に
先

立
ち
、
交
付
予
定
枠
の
申
し

込
み
を
行
い
、
地
方
運
輸
局

長
の
内
定
通
知
を
受
け
て
い

な
い
と
補
助
金
申
請
は
で
き

な
い
。

　
電
気
ト
ラ
ッ
ク
や
優
良
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド（
Ｈ
Ｖ
）・
天
然

ガ
ス（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
導
入
費
用
の
一
部
を
補

ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料

金
体
系
＝
都
市
部
外
側
の
環

状
道
路
の
利
用
を
促
進
す
る

考
え
方
を
踏
襲
す
る
必
要
が

あ
る
／
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
つ

つ
、
順
次
、
本
線
料
金
所
の

撤
去
を
進
め
る
／
タ
ー
ミ
ナ

ル
チ
ャ
ー
ジ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
重
複
徴
収
の
撤
廃
な

ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　
▽
交
通
流
動
の
最
適
化
の

た
め
の
戦
略
的
な
料
金
体
系

＝
交
通
需
要
の
偏
在
な
ど
に

よ
る
混
雑
緩
和
を
図
る
た

め
、
特
定
の
時
間
帯
や
経
路

の
割
引
・
割
増
を
行
う
料
金

を
本
格
的
に
導
入
す
べ
き
で

あ
る

〈
車
種
区
分
の
あ
り
方
〉

　
占
有
者
・
原
因
者
・
受
益

者
負
担
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
普
通
車
か
ら
大
型
車
・

特
大
車
ま
で
の
公
平
な
車
種

区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
各
都
道
府
県
労
働
局
の

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
答

申
し
た
、
令
和
３
年
度
地
域

別
最
賃
の
改
定
額
を
取
り
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

全
国
加
重
平
均
の
改
定
額
は

28
円
引
き
上
げ
の
時
間
額
９

３
０
円
で
、
昭
和
53
年
度
に

目
安
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来

の
最
高
額
と
な
っ
た
。

　

改
定
後
の
最
賃
額
は
、
東

　
政
府
は
７
月
30
日
、「
過
労

死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策

に
関
す
る
大
綱
」
の
変
更
を

閣
議
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
省
は
関
係
省

庁
な
ど
と
連
携
し
、
各
種
対

策
を
推
進
す
る
。

　

同
大
綱
は「
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
法
」に
基
づ
き
、

お
お
む
ね
今
後
３
年
間
の
取

り
組
み
を
定
め
た
も
の
で
、今

回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う

対
応
や
働
き
方
の
変
化
を
踏

ま
え
、見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
新
大
綱
で
は
重
点
対
策
の

一
環
と
し
て
、
長
時
間
労
働

の
背
景
に
あ
る
商
慣
行
な
ど

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
の
推

進
を
盛
り
込
み
、
適
正
化
促

進
な
ど
の
啓
発
・
働
き
か
け

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
業
種
分
野
ご

と
の
取
り
組
み
を
提
示
。
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は
コ
ス
ト

に
見
合
っ
た
適
正
な
運
賃
が

　
国
土
交
通
省
の
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国

土
幹
線
道
路
部
会
は
８
月
４

日
、
持
続
可
能
な
高
速
道
路

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

制
度
な
ど
の
あ
り
方
に
関
す

る
中
間
答
申
を
取
り
ま
と

め
、公
表
し
た
。

　

中
間
答
申
で
は
、
高
速
道

路
の
維
持
管
理
・
修
繕
・
更

新
へ
の
取
り
組
み
や
目
指
す

べ
き
将
来
像
、
持
続
的
に
利

用
す
る
枠
組
み
、
速
や
か
に

実
現
す
べ
き
料
金
制
度
の
あ

運
転
者
な
ど
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
割
引
適
用
時

間
帯
の
拡
大
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る

　
▽
大
口
・
多
頻
度
割
引
＝

割
引
率
に
つ
い
て
、
現
下
の

経
済
状
況
を
踏
ま
え
た
拡
充

と
、
原
因
者
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
の
縮
小
の
両
面

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

す
る
必
要
が
あ
る   

〈
大
都
市
圏
料
金
〉

　
「
料
金
の
賢
い
３
原
則
」

に
沿
っ
た
料
金
体
系
を
進
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
▽
利
用
度
合
い
に
応
じ
た

公
平
な
料
金
体
系
＝
首
都
高

速
な
ど
で
激
変
緩
和
措
置
と

し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
上
限

料
金
に
つ
い
て
、
慢
性
的
な

渋
滞
の
解
消
な
ど
に
向
け
て

順
次
見
直
し
を
行
い
、
完
全

な
対
距
離
料
金
へ
の
移
行
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ

し
、
物
流
の
重
要
性
も
踏
ま

え
、
関
係
事
業
者
が
活
動
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る

　
▽
管
理
主
体
を
超
え
た
シ

助
す
る
も
の
。

　

補
助
率
は
、
電
気
ト
ラ
ッ

ク
が
本
体
車
両
価
格
の
４
分

の
１
～
５
分
の
１
で
、
電
気

自
動
車
用
充
電
設
備
な
ど
が

４
分
の
１（
工
事
費
は
実
額

／
上
限
あ
り
）。
Ｈ
Ｖ
・
Ｃ

Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
が
通
常
車
両

価
格
と
の
差
額
の
３
分
の
１
。

　

通
常
申
請
の
対
象
は
、
令

和
４
年
１
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

の
も
の
で
、
申
請
期
間
は
今

年
11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
。

　

実
績
申
請
の
対
象
は
、
原

則
と
し
て
今
年
４
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
新
車
新

規
登
録
の
も
の
で
、
申
請
期

間
は
登
録
さ
れ
た
日
か
ら
30

日
を
経
過
し
た
日
ま
で（
た

だ
し
、10
月
31
日
ま
で
に
登

録
の
も
の
は
11
月
30
日
ま
で

受
付
）。

　

詳
細
は
、
国
交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
自
動
車
環
境
総

合
改
善
対
策
費
補
助
金
」
を

参
照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
関
東

運
輸
局
自
動
車
交
通
部
貨
物

課（
☎
０
４
５
・
２
１
１
・

７
２
４
８
）、東
京
運
輸
支
局

輸
送
部
門（
☎
03
・
３
４
５

８
・
９
２
３
１
）

十
分
収
受
で
き
な
い
中
で
、

長
時
間
労
働
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
、
取
引
関
係
の
あ

り
方
も
含
め
て
改
善
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
の
時
間
外
労
働
上
限

規
制
の
適
用
に
向
け
、「
自
動

車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革

の
実
現
に
向
け
た
政
府
行
動

計
画
」
や
、
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
に
よ
る
各
種

規
定
に
基
づ
き
、「
ホ
ワ
イ
ト

物
流
」
推
進
運
動
な
ど
、
取

引
環
境
の
適
正
化
や
生
産
性

向
上
の
取
り
組
み
を
集
中
的

に
進
め
る
方
針
。

　

ま
た
、
新
大
綱
で
は
数
値

目
標
を
示
し
、
令
和
７
年
ま

で
に
週
労
働
時
間
40
時
間
以

上
の
雇
用
者
の
う
ち
、“
週
労

働
時
間
60
時
間
以
上
の
割
合

を
５
％
以
下
”
に
す
る
こ
と

な
ど
を
掲
げ
た
。

京
都
が
１
０
４
１
円

と
最
も
高
く
、
次
い

で
神
奈
川
県
が
１
０

４
０
円
。こ
の
ほ
か
、

首
都
圏
で
は
埼
玉
県
が
９
５

６
円
、
千
葉
県
が
９
５
３
円

厚
労
省
ま
と
め

　

厚
生
労
働
省
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
雇
用
調
整
助
成
金
・
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
な
ど
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、

９
月
末
ま
で
を
期
間

と
し
て
い
る
助
成
措

置
を
11
月
末
ま
で
継

続
す
る
予
定
。

　
政
府
が
緊
急
事
態

宣
言
の
対
象
地
域

に
、
東
京
都
な
ど
６

都
府
県
に
加
え
て
７

府
県
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
適
用
期
間
を
９
月

12
日
ま
で
延
長
し
た
こ
と
に

伴
い
、
特
例
措
置
を
延
長
す

る
も
の
。

　
雇
調
金
な
ど
の
特
例
措
置

は
７
月
30
日
公
表
の
方
針
通

り
、
年
末
ま
で
は
特
に
業
況

の
厳
し
い
企
業
へ
の
配
慮
を

継
続
す
る
と
と
も

に
、
助
成
率
は
原
則

的
な
措
置
を
含
め

て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時（
中
小
企
業

５
分
の
４
／
解
雇
な

ど
を
行
わ
な
い
場
合

10
分
の
９
）
以
上
を

確
保
す
る
予
定
。

　
12
月
以
降
の
取
り

扱
い
に
関
し
て
は
、
具
体
的

な
助
成
内
容
を
検
討
し
た
上

で
、10
月
中
に
改
め
て
公
表

す
る
。

　

東
京
労
働
局
は
、
東
京
都

最
低
賃
金
を
現
行
よ
り
28
円

引
き
上
げ
時
間
額
１
０
４
１

円（
引
き
上
げ
率
２
・
76
％
）

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、８

月
19
日
に
官
報
公
示
し
た
。

　

発
効
は
10
月
１
日
か
ら
。

と
な
る
。

　

目
安
答
申
通
り
、
引
き
上

げ
額
28
円
が
40
都
道
府
県
と

大
半
を
占
め
る
が
、
同
29
円

が
４
県
、
同
30
円
が
２
県
、

32
円
が
１
県
あ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
か

ら
、
中
小
企
業
な
ど
の
最
賃

引
き
上
げ
を
支
援
す
る
た

め
、
業
務
改
善
助
成
金
の
対

象
人
数
拡
大
や
上
限
額
引
き

上
げ
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の

た
め
、
東
労
局
で
は
支
援
策

を
活
用
し
対
応
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

商
慣
行
の
適
正
化

啓
発
・
働
き
か
け

過
労
死
等
防
止
対
策
の
大
綱
変
更

過
労
死
等
防
止
対
策
の
大
綱
変
更

電
気
電
気
・・
Ｈ
Ｖ
Ｈ
Ｖ
・・
Ｃ
Ｎ
Ｇ

Ｃ
Ｎ
Ｇ

ト
ラ
ッ
ク
導
入
に
補
助

ト
ラ
ッ
ク
導
入
に
補
助

政 府

高速のあり方で中間答申

料金制度見直し料金制度見直し
など提言など提言

交付予定枠
受付９月17日まで

３
年
度 

最
賃
改
定
額

全
国
加
重
平
均
９
３
０
円

厚  労  省

雇調金雇調金などのなどの特例特例
1111月末月末までまで再延長再延長

最
賃
１
０
４
１
円
公
示

10
月
１
日
か
ら
発
効
へ

東労局

社
整
審
・
国
土
幹
線
道
路
部
会

社
整
審
・
国
土
幹
線
道
路
部
会

国
交
省

国交省
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新
型
感
染
症
は
再
拡
大
を

繰
り
返
し
、
政
府
は
そ
の
度

に「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
再

発
令
す
る
と
と
も
に
期
間
延

長
な
ど
を
行
い
、
も
は
や
個

人
の
生
活
も
企
業
活
動
に
お

い
て
も
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
が
常

態
化
し
た
印
象
が
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
中
で
経

済
活
動
は
復
調
傾
向
に
あ

る
。内
閣
府
発
表
に
よ
る
と
、

昨
年
４
～
６
月
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ（
国
内
総
生
産
／
年
率
換

算
）は
マ
イ
ナ
ス
28
・
１
％

（
２
次
速
報
改
定
値
、
以
下

同
様
）と
歴
史
的
な
急
落
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
７
～
９

月
は
プ
ラ
ス
22
・
９
％
と
反

転
し
、10
～
12
月
も
プ
ラ
ス

11
・
７
％
だ
っ
た
。

　

今
年
に
入
り
、
１
月
に
２

度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の

し
、
企
業
活
動
な
ど
に
お
い

て
も
対
応
が
進
み
つ
つ
あ
る

と
は
い
え
、
か
な
り
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
影
響
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
荷
動
き
に

つ
い
て
も
下
振
れ
影
響
を
覚

悟
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
荷
動
き
動
向
と

あ
わ
せ
て
警
戒
す
べ
き
は
、

今
回
の
第
５
波
で
は
特
に
中

年
・
若
年
層
の
感
染
者
数
が

増
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
役
割
を
担
う
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
お
い
て
も

職
場
で
感
染
が
広
ま
れ
ば
、

業
務
遂
行
に
大
き
な
支
障
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
。
改
め
て「
３
密
」
回
避

な
ど
の
対
策
を
徹
底
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
促
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

�

（
ラ
イ
タ
ー
　
山
上 

達
三
）

影
響
な
ど
に
よ
り
、
１
～
３

月
は
マ
イ
ナ
ス
５
・
１
％
と

３
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
っ
た
が
、
４
～
６

月
は
プ
ラ
ス
１・
３
％
（
１

次
速
報
値
）と
、
再
び
プ
ラ

ス
成
長
に
転
じ
た
。

　
荷
動
き
に
つ
い
て
も
同
様

な
傾
向
。
日
通
総
合
研
究
所

の
企
業
物
流
短
期
動
向
調
査

（
６
月
調
査
）
結
果
に
よ
る

と
、
昨
年
４
～
６
月
実
績
の

国
内
出
荷
量「
荷
動
き
指
数
」

は
マ
イ
ナ
ス
65
と
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
次
ぐ
低
水

準
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
し
か

し
、そ
の
後
は
上
昇
に
転
じ
、

今
年
１
～
３
月
実
績
は
マ
イ

ナ
ス
16
ま
で
戻
し
た
。
さ
ら

に
４
～
６
月
実
績
で
は
プ
ラ

ス
16
へ
と
大
き
く
改
善
し
、

２
年
半
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
水
準

　
求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
運
用

状
況
に
よ
る
と
、
低
調
だ
っ

た
荷
物
情
報（
求
車
）
登
録

件
数
が
今
年
４
月
以
降
、
大

幅
な
増
加
が
続
き
、７
月
に

は
前
年
同
月
比
87
・
２
％
も

増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、７
月
の
成
約
運
賃

指
数
は
１
１
６
と
、
約
２
年

ぶ
り
に
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。
成
約
運
賃
指
数
は
、
消

費
税
増
税
の
影
響
や
昨
年
来

の
新
型
感
染
症
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
令
和
元
年
７
月
以

降
、
前
年
同
月
を
下
回
る
水

準
で
推
移
し
て
い
た
が
、
最

近
の
求
車
需
要
の
増
大
を
背

景
に
上
向
き
、
よ
う
や
く
プ

ラ
ス
水
準
に
浮
上
し
た
。  

　

こ
れ
ら
指
標
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
荷
動
き
が
回
復

傾
向
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
、
注
意

す
べ
き
は
今
回
の
感
染
急
拡

大
以
前
の
時
期
を
対
象
と
し

た
指
標
で
あ
る
こ
と
。

　
日
通
総
研
調
査
に
関
し
て

も
、７
～
９
月
の
荷
動
き
見

通
し
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
果
た
し
て
調
査
対
象

の
企
業
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

の
急
拡
大
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
か
と
な
る
と
、疑
問
だ
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
求
車
や

成
約
運
賃
指
数
に
つ
い
て

も
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
影
響
が

及
ん
で
い
な
い
段
階
と
も
考

え
ら
れ
、
今
後
、
そ
の
影
響

が
本
格
的
に
顕
在
化
し
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
回
の
感
染
急
拡
大
は
、

今
や
災
害
級
の
非
常
事
態
と

指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
再
拡
大
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
よ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
政

府
は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
さ

ら
な
る
対
策
強
化
に
動
き
つ

つ
あ
る
。

　
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
が
常
態
化

と
な
っ
た
。

　
昨
年
の
落
ち
込
み
に
伴
う

反
動
の
側
面
が
強
い
も
の

の
、
今
後
７
～
９
月
見
通
し

で
も
プ
ラ
ス
16
と
横
ば
い
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
庁
は
、「
事
業

再
構
築
補
助
金
」（
中
小
企
業

等
事
業
再
構
築
促
進
事
業
）

の
第
３
回
公
募
を
行
っ
て
い

る
。
公
募
期
間
は
９
月
21
日

午
後
６
時
ま
で
。
申
請
受
付

は
８
月
下
旬
か

ら
開
始
予
定
。

　

同
補
助
金

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が

長
期
化
す
る
中

で
、
経
済
社
会

の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
思

い
切
っ
た
事
業

再
構
築
に
取
り
組
む
中
小
企

業
・
中
堅
企
業
な
ど
を
支
援

す
る
も
の
。
第
３
回
公
募
は

こ
れ
ま
で
の
補
助
内
容
を
一

部
変
更
し
て
実
施
。
主
な
変

更
点
は
、次
の
通
り
。

　
①
最
低
賃
金
枠
の
創
設

　

業
況
が
厳
し
く
、
最
賃
近

傍
で
雇
用
し
て
い
る
従
業
員

が
一
定
割
合
以
上
い
る
事
業

者
に
つ
い
て
、
補
助
率
を
通

常
枠（
３
分
の
２
）よ
り
高

い
４
分
の
３
に
引
き
上
げ
、

他
の
枠
に
比
べ
て
採
択
率
を

優
遇
す
る

　
▽
対
象
要
件
＝
通
常
枠
の

要
件
に
加
え
、
令
和
２
年
４

月
以
降
の
い
ず
れ
か

の
月
の
売
上
高
が
対

前
年
ま
た
は
対
前
々

年
比
30
％
以
上
減
少

／
令
和
２
年
10
月
～
３
年
６

月
の
間
で
３
か
月
以
上
、
最

賃
プ
ラ
ス
30
円
以
内
で
雇
用

し
て
い
る
従
業
員
の
割
合
が

全
従
業
員
の
10
％
以
上

　
②
通
常
枠
の
補
助
上
限
額

の
見
直
し（
最
賃
引
き
上
げ

の
負
担
が
大
き
く
従
業
員
数

が
多
い
事
業
者
に
配
慮
し
て

引
き
上
げ
）

　
▽
補
助
上
限
額
＝
従
業
員

数
51
人
以
上
の
場
合
・
最
大

８
０
０
０
万
円（
従
来
最
大

６
０
０
０
万
円
）
／「
大
規

模
賃
金
引
上
枠
」を
創
設
し
、

従
業
員
数
１
０
１
人
以
上
の

場
合
・
最
大
１
億
円

　
③
そ
の
他
の
運
用
見
直
し

　
▽
売
上
高
10
％
以
上
減
少

要
件
の
対
象
期
間
を
、
２
年

10
月
以
降
か
ら
同
年
４
月
以

降
に
拡
大

　
▽
売
上
高
10
％
以
上
減
少

要
件
は
、
付
加
価
値
額
の
減

少
で
も
要
件
を
満
た
す
こ
と

と
す
る

　

詳
細
は「
事
業
再
構
築
補

助
金
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同
補

助
金
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５ 

７
０・
０
１
２・
０
８
８
、
Ｉ

Ｐ
電
話
専
用
☎
03
・
４
２ 

１
６・４
０
８
０
）／
電
子
申 

請
の
操
作
方
法
に
関
す
る
サ 

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５ 

０・８
８
８
１・６
９
４
２
）

月
比
10
％
、
完
成
自
動
車
な

ど
が
同
６
％
の
そ
れ
ぞ
れ
減

収
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、８
月

は
運
送
収
入
20
％
以
上
減
少

の
割
合
が
14
％
、
９
月
は
11

％
と
改
善
に
向
か
う
見
込

み
。
た
だ
、
新
型
感
染
症
の

急
拡
大
に
伴
い
、
今
後
、
再

び
悪
化
影
響
が
拡
大
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
関
係
業
界
へ
の

影
響
調
査
」結
果
に
よ
る
と
、

貨
物
自
動
車
運
送
業（
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
）で
は
、
７
月

の
運
送
収
入
が
前
年
同
月
比

20
％
以
上
減
少
し
た
割
合
は

全
体
の
17
％
で
、
前
月
比
３

㌽
増
加
し
た
。

　

品
目
別
に
み
る
と
、
生
産

活
動
の
停
滞
な

ど
の
影
響
に
よ

り
、
鉄
鋼
厚
板

な
ど
が
前
年
同

　

厚
生
労
働
省
が
８
月
か

ら
、
業
務
改
善
助
成
金
の
特

例
的
な
要
件
緩
和
・
拡
充
を

行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
東
京

労
働
局
は
、
都
内
事
業
場
を

対
象
と
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
東
京
版
）を
作
成
し
、活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
助
成
金
は
、
生
産
性
向

上
に
よ
り
、
事
業
場
内
で
最

も
低
い
賃
金（
事
業
場
内
最

賃
）を
一
定
額
以
上
引
き
上

げ
る
中
小
企
業
な
ど
を
支
援

す
る
も
の
。
事
業
場
内
最
賃

と
地
域
別
最
賃
と
の
差
額

が
30
円
以
内
と
、
事
業
規
模

１
０
０
人
以
下
の
両
方
に
該

当
す
る
事
業
場
が
対
象
。

　
拡
充
の
内
容
は
①
45
円
コ

ー
ス
を
新
設
、
②
年
度
内
に

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、「
教
育
訓
練
給
付
」の
対

象
と
な
る「
特
定
一
般
教
育

訓
練
」の
指
定
講
座
と
し
て
、

10
月
１
日
付
で
指
定
す
る
新

規
講
座
を
決
定
し
、
公
表
し

た
。

　

新
規
指
定
講
座
は
、
大
型

自
動
車
第
一
種
免
許
の
取
得

な
ど
を
含
む
49
講
座
。
自
動

車
免
許
関
係
で
は
都
内
の
教

習
所
・
施
設
と
し
て
、
平
和

橋
自
動
車
教
習
所
の
大
型
免

許
課
程（
普
通
Ｍ
Ｔ
免
許
持

ち
）、準
中
型
免
許
課
程（
普

通
Ｍ
Ｔ
持
ち
／
５
㌧
限
定
解

除
）講
座
が
指
定
さ
れ
る
。

　

教
育
訓
練
給
付
は
、
労
働

者
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
、
厚

労
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓

練
を
受
講
・
修
了
し
た
際
、

訓
練
経
費
の
一
部
を
雇
用
保

険
に
よ
り
給
付
す
る
も
の
。

　
こ
の
う
ち
特
定
一
般
教
育

訓
練
給
付
は
、
速
や
か
な
再

就
職
と
早
期
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
資
す
る
講
座
に
つ
い

て
、
受
講
す
る
労
働
者
が
支

給
要
件
な
ど
を
満
た
し
、
か

つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
支
給
申

請
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、

２
回
申
請
が
可
能
、
③
上
限

加
算
の
対
象
人
数
を
10
人
以

上
ま
で
拡
大（
コ
ロ
ナ
禍
で

売
上
高
な
ど
の
直
近
３
か
月

間
の
平
均
値
が
、
前
年
ま
た

は
前
々
年
同
月
比
30
％
以
上

減
少
の
特
例
事
業
場
が
対

象
）。

　

ま
た
、
前
記
の
特
例
事
業

場
で
賃
金
引
き
上
げ
額
30
円

以
上
の
場
合
は
、
通
常
の
設

備
投
資
に
加
え
て
、
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
貨
物
自
動
車
の

購
入
な
ど
も
助
成
対
象
と
な

る（
生
産
性
向
上
の
効
果
が

認
め
ら
れ
る
場
合
）。

　
申
請
期
限
は
令
和
４
年
１

月
31
日
ま
で（
郵
送
の
場
合

は
必
着
）。
詳
細
は
東
労
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
業
務 

改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ 

ー（
☎
03
・
６
３
８
８・６
１ 

５
５
）、
東
京
働
き
方
改
革 

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
フ 

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・ 

２
３
２・８
６
５
）

受
講
修
了
後
、
受
講
費
用
の

40
％
（
上
限
20
万
円
）が
支

給
さ
れ
る
。

　

な
お
、
一
般
教
育
訓
練
給

付
対
象
と
な
る
講
座
は
、10

月
指
定
分
を
含
め
て
４
８
４

講
座
。「
教
育
訓
練
給
付
」対

象
講
座
に
関
し
て
は「
教
育

訓
練
制
度　
厚
生
労
働
大
臣

指
定
教
育
訓
練
講
座　
検
索

シ
ス
テ
ム
」を
参
照
。

　新型コロナウイルス感染症は第５波の感
染拡大が続き、急激な新規感染者数の増加に
より、今や災害級の状況という。ただ、こう
した中でも最近の荷動きに関する統計調査
の指標は上向きの傾向を示している。意外
な印象もあるが、「ウイズコロナ」への対応が
一定程度進んできたことによるのかもしれ
ない。このまま回復傾向を辿ることを期待
したいが、今回の感染急拡大の影響が顕在化
するのはこれから。感染症の専門家が警鐘
を鳴らしていたことが現実になりつつあり、
荷動きへの影響が懸念される。

コ
ロ
ナ
禍
の
荷
動
き

コ
ロ
ナ
禍
の
荷
動
き

統計指標は上向き傾向も統計指標は上向き傾向も
感染急拡大で下振れ懸念感染急拡大で下振れ懸念

••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••

９９月月2121日まで日まで第３回公募

厚労省

特定一般教育訓練
大型免許など指定
経費の一部を給付経費の一部を給付

運
送
運
送
2020
％
以
上
減
収

％
以
上
減
収

全
体
の

全
体
の
1717
％
に
増
加

％
に
増
加

国
交
省 

感
染
症
影
響
調
査

感
染
症
影
響
調
査〈
7
月
〉

業務改善
助成金の特例
東京版リーフレット

最
賃
枠
創
設
な
ど
支
援
拡
充

中
企
庁

中
企
庁「
事
業
再
構
築
補
助
金
」

「
事
業
再
構
築
補
助
金
」

東労局東労局
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３
日　
フ
ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議（
撮
影
）
▽

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ

２
日
㈭　
14
時
＝
関
東
・
甲

信
越
重
量
部
会
正
副
部
会

長
会
議（
東
ト
総
合
会
館

／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

３
日
㈮　

９
時
＝
初
任
運
転

者
特
別
講
習（
三
多
摩
自

動
車
会
館
）

７
日
㈫　
15
時
＝
引
越
専
門

部
会
役
員
・
二
委
員
会
合

同
会
議（
東
ト
総
合
会
館

／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

８
日
㈬　
12
時
＝
重
量
品
専

門
部
会
委
員
会（
東
ト
総

合
会
館
）
▼
16
時
＝
物
流

経
営
士
課
程
修
了
式（
同
）

９
日
㈭　
10
時
30
分
＝
鉄
鋼

専
門
部
会
役
員
会（
東
ト

総
合
会
館
／
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）

10
日
㈮　
13
時
30
分
＝
ト
レ

ー
ラ
ー
の
適
正
な
使
用
及

び
法
改
正
等
に
係
わ
る
研

修
会（
東
ト
総
合
会
館
）

14
日
㈫　
10
時
＝
引
越
専
門

部
会
引
越
管
理
者
講
習

（
東
ト
総
合
会
館
）
▼
14

時
＝
運
輸
安
全
委
員
会

（
同
）

【
足
立
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
エ
ス
テ
ィ
ー

＝
足
立
区
中
川
１
の
12
の
18

▽
☎
03
・
３
８
３
８
・
６
６

６
３
▽
一
般
貨
物
運
送（
普

通
車
13
台
）

　

小
川　

八
千
代
氏（
小
川

運
送
代
表
取
締
役
・
江
戸
川

支
部
）８
月
12
日
に
死
去
。

88
歳
。告
別
式
は
８
月
19
日
、

江
戸
川
区
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
安
井
で
、
家
族
葬
に
よ

り
執
り
行
っ
た
。
喪
主
は
子

息
、浩
幸
氏
。

【
９
月
1
〜
15
日
】

【
８
月
1
〜
15
日
】

ェ
ク
ト
Ｄ
Ｘ
事
業
説
明
会

５
日　
海
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
業
務
委
員
会

６
日　
フ
ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議（
撮
影
）

11
日　

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
Ｘ
事
業
説

明
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
フ

ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
リ
ー
ダ
ー
・
森
本
勝
也
副

会
長
）は
８
月
17
日
、
東
ト

総
合
会
館
で
第
15
回
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
、
リ

ー
ダ
ー
・
中
村
克
敏
運
輸
安

全
委
員
会
副
委
員
長
）を
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
に
よ
り
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
発
信
す
る
動
画

の
内
容
や
チ
ラ
シ
案
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

　

今
年
度
の
ト
ラ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
が
続
く
中

で
、
感
染
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
た
め
、
動
画
で

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役

割
や
、東
ト
協
の
安
全・

環
境
対
策
の
取
り
組

み
な
ど
を
発
信
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

目
指
し
て
い
る
。

　

同
日
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、

中
村
リ
ー
ダ
ー
が「
動

画
の
公
開
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
お
り
、

早
く
一
般
の
方
々
に

も
見
て
い
た
だ
き
、
今

年
の
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
う
」
と
述

べ
た
。

　

今
年
は「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ 

ス
タ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
２ 

１ 

オ
ン
ラ
イ
ン
」と
し
て
開 

催
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」の

10
月
９
日
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
関
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
動
画
を
公
開
す
る
。

　

動
画
は
、
楽
し
み
な
が
ら

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
役
割
や

取
り
組
み
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
う
内
容
の
も
の
。
東
ト
協

限
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て「
ハ
シ
ル
」

「
キ
ズ
ナ
」「
ト
ラ
ッ
ク
爺
」

を
登
場
さ
せ
、
物
流
や
交
通

安
全・環
境
問
題
に
つ
い
て
、

ド
ラ
マ
や
ダ
ン
ス
、
ク
イ
ズ

を
通
じ
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
。

　

ま
た
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
港
支
部
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー「
ト
ラ
ッ
ク
戦
隊
ト
ド
ケ

ル
ン
ジ
ャ
ー
」
も
友
情
出
演

す
る
。

　

さ
ら
に
動
画
で
は
、
東
ト

協
の
浅
井
隆
会
長
が
会
員
事

業
者
を
代
表
し
て
、
一
般
都

民
な
ど
に
対
す
る
業
界
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。

　
既
に
ス
タ
ジ
オ
で
の
撮
影

を
終
え
、
動
画
の
編
集
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
同
日
の
Ｗ

Ｇ
で
は
そ
の
内
容
を
確
認
す

る
な
ど
、
公
開
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

動
画
公
開
と
同
時
に
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
広
告（
動
画
の
冒
頭

に
流
れ
る
広
告
動
画
）を
展

開
し
、
フ
ェ
ス
タ
を
周
知
し

認
知
拡
大
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
フ
ェ
ス
タ
の

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
通
じ

て
、
公
開
１
か
月
前
か
ら
事

前
情
報
を
発
信
し
、
開
催
機

運
を
高
め
る
方
針
。
こ
の
ほ

か
、
機
関
紙「
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
時
報
」
に
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
同
封
し
て
配
布
す
る

　
東
ト
協
は
令
和
３
年
度
も

引
き
続
き
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
の
確
保・育
成
に
向
け
て
、

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
す
る
た
め

に
必
要
な
免
許
取
得
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

女
性
お
よ
び
男
性「
ド
ラ

イ
バ
ー
免
許
取
得
助
成
事

業
」
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

東
京
都
の
外
か
く
団
体「
東

京
し
ご
と
財
団
」
助
成
に

よ
る「
業
界
別
人
材
確
保
支

援
事
業（
運
転
免
許
取
得
支

援
）」
を
受
託
・
実
施
し
て

い
る
。

　

主
な
助
成
内
容
な
ど
は
、

次
の
通
り
。

◎
免
許
取
得
助
成
事
業

〈
共
通
〉

　

▽
事
業
期
間
＝
令
和
３

年
４
月
か
ら
４
年
２
月
28
日

ま
で（
予
算
額
に
達
し
次
第
、

受
付
終
了
）。

　
※
同
期
間
に
助
成
金
交
付

申
請
書
を
提
出
し
た
場
合
が

対
象
。
な
お
、
２
年
４
月
１

日
以
降
に
免
許
を
取
得
し
た

場
合
も
遡
り
対
象
と
す
る

　
▽
助
成
対
象
＝
会
員
の
中

小
企
業
者
の
都
内
事
業
所
に

在
籍
し
、
営
業
用
貨
物
自
動

車
の
運
転
に
従
事
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー

〈
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
〉

　
○
助
成
率
＝
取
得
費
用
の

３
分
の
２（
消
費
税
別
）

　
○
助
成
上
限
額
＝
大

型
免
許
26
万
７
０
０
０

円
／
中
型
免
許（
限
定

解
除
を
含
む
）18
万
円

／
準
中
型
免
許（
同
）

26
万
７
０
０
０
円（
教
習
時

間
の
超
過
に
よ
る
延
長
料
金

な
ど
を
除
く
）

　
○
助
成
人
数
＝
１
事
業
者

２
人
ま
で

〈
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
〉

　

○
助
成
額
＝
大
型
・
中

型
・
準
中
型
免
許
の
新
規
取

得
５
万
円
／
中
型
・
準
中
型

免
許
の
限
定
解
除
３
万
円

　
○
助
成
人
数
＝
１
事
業
者

２
人
ま
で

◎
業
界
別
人
材
確
保
支
援
事

業（
運
転
免
許
取
得
支
援
）

　

▽
事
業
期
間
＝
令
和
４

年
３
月
10
日
ま
で（
た
だ
し
、

申
請
書
類
の
提
出
期
限
は
４

年
３
月
25
日
ま
で
／
予
算
額

に
達
し
次
第
、受
付
終
了
）。

　
▽
助
成
対
象
＝
会
員
の
中

小
企
業
者
の
都
内
事
業
所
で

営
業
用
貨
物
自
動
車
の
運
転

に
従
事
し
、
事
業
期
間
内
に

都
道
府
県
公
安
委
員
会
指
定

の
自
動
車
教
習
所
へ
入
校
申

し
込
み
を
行
い
、
４
年
３
月

10
日
ま
で
に
卒
業
証
明
書
ま

た
は
技
能
審
査
合
格
証
明
書

の
発
行
を
受
け
、
免
許
を
取

得
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

　

▽
対
象
免
許
＝
大
型（
大

型
特
殊
免
許
を
含
む
）・
中

型（
８
㌧
限
定
解
除
を
含

む
）・
準
中
型（
５
㌧
限
定
解

除
を
含
む
）・
け
ん
引
免
許

取
得
の
教
習
費
用

　

▽
助
成
額
＝
教
習
費
用

（
税
別
）の
２
分
の
１（
教
習

時
間
超
過
に
よ
る
延
長
料
金

な
ど
を
除
く
）

　
※
国
お
よ
び
関
係
団
体
な

ど
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ

た
場
合
に
は
、
助
成
金
を
交

付
し
な
い（
た
だ
し
、
東
ト

協
の
女
性
・
男
性
ド
ラ
イ
バ

ー
免
許
取
得
助
成
事
業
と
の

併
用
は
可
能
）

◎
そ
の
他

　

東
ト
協
で
は「
準
中
型
免

許
取
得
助
成
事
業（
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
取
次
事
業
）」

な
ど
を
実
施
し
、
会
員
事
業

者
の
人
材
育
成
を
支
援
し
て

い
る

　

各
事
業
の
詳
細
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

（
助
成
金
申
請
書
な
ど
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）。

　
▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先 

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
環
境 

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９・
６ 

２
５
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３
３ 

５
９・４
９
８
３
）

予
定
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
森
本
副
会
長
は
、
コ
ロ
ナ

禍
対
応
の
試
み
と
し
て
オ
ン

　

東
ト
協
は
10
月
９
・
10

日（
土
・
日
曜
日
）、令
和
３

年
度
第
２
回「
本
部
集
団
健

診（
定
期
健
康
診
断
）」を
実

施
す
る（
本
号
に
実
施
案
内
・

申
込
書
を
同
封
）。
受
付
期

間
は
９
月
30
日
ま
で（
受
診

枠
に
空
き
が
あ
る
場
合
、
受

付
期
間
以
降
も
受
け
付
け

る
）。
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

す
る
。　

対
象
は
東
ト
協
会

員
事
業
所
に
所
属
す

る
従
業
員
。

　

申
し
込
み
は
、
原 

則
と
し
て
表
の
通
り
、

２
日
間
合
計
で
10

の
時
間
帯
に
分
け
て

受
け
付
け
る
。
定
員

は
時
間
帯
別
に
40
人

（
10
月
９
日
の
最
終

時
間
帯
の
み
20
人
）。 　

会
場
は
、
東
ト
総
合
会
館

７
階
大
会
議
室
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大 

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、 

　
東
ト
協
は
９
月
30
日
、「
飲

酒
運
転
撲
滅
コ
ン
テ
ン
ツ
セ

ミ
ナ
ー
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を

開
催
す
る
。
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
の

後
援
で
行
う
。
参
加
費

は
無
料
。

　
時
間
は
午
後
２
時
～

４
時
、
会
場
は
東
ト
総

合
会
館
７
階
大
会
議
室
。

　

対
象
は
、
会
員
事

業
者
の
経
営
者
や
管

理
者
、
運
行
管
理
者
。

定
員
は
会
場
参
加
が

40
人（
１
事
業
者
１

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル

ー
プ
・
近
藤
真
文
氏
）

　
第
２
部
／
か
け
声
だ
け
で

は
な
い
機
器
に
よ
る
本
気
の

飲
酒
運
転
防
止
体
制（
東
海

電
子
立
川
事
業
所
・
鈴
木
善

郎
氏
）

　

な
お
、
新
型
感
染
症
対
策

の
た
め
、
会
場
参
加
者
に
は

マ
ス
ク
着
用
や
入
場
時
の
検

温
を
行
う
。

　
参
加
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
８
月
末
に
掲
載
す
る

予
定
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ 

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
交
通 

環
境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９ 

・
３
６
１
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・

３
３
５
９・４
９
８
３
）

ラ
イ
ン
開
催
へ
の
期
待
を
示

す
と
と
も
に
、
公
開
動
画
の

今
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

言
及
し
た
。

　
事
業
用
貨
物
自
動
車
の
飲

酒
運
転
事
故
が
依
然
、
後
を

絶
た
ず
、
先
に
千
葉
県
八
街

市
で
自
家
用
貨
物
自
動
車
に

よ
る
飲
酒
運
転
事
故
が
発
生

し
、
社
会
的
に
飲
酒
運
転
防

止
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
飲
酒

運
転
の
撲
滅
を
目
的
に
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
対
策
を

主
体
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
も
の
。

　

セ
ミ
ナ
ー
内
容（
カ
ッ
コ

内
は
講
師
）は
次
の
通
り
。

　
第
１
部
／
飲
酒
運
転
撲
滅

に
向
け
て
～「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
強
化
」
と「
日
常

管
理
」
～（
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ

ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
第
二
部
交
通

対
策
と
し
て
、 

３
密
を
避
け

る
た
め
、
受

付
は
１
階
ロ

ビ
ー
で
実
施

す
る
。ま
た
、

受
診
の
際
に

は
必
ず
マ
ス

ク
を
着
用
す

る
こ
と
。

　
本
部
集
団

健
診
は
、
定

期
健
診
受
診

率
向
上
対
策

の
一
環
と
し

て
、
各
支
部

に
お
け
る
健

診
を
補
完
す

る
形
で
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
一
定
の

条
件
に
よ
り
受
診
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
交
通

環
境
Ｇ（
☎
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・
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５
９ 

・
６
２
５
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・

３
３
５
９・４
９
８
３
）

人
ま
で
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
が

４
０
０
人
。
参
加
申
し
込
み

は
９
月
10
日
ま
で（
定
員
に

達
し
次
第
、受
付
終
了
）。

オンライン開催へ動画制作
業界の取り組みや役割発信

フェスタＷＧ東ト協東ト協

運
転
者
確
保
へ
支
援
策

免
許
取
得
助
成
活
用
を

東ト協

３年度

本
部
集
団
健
診

東
ト
協

第
２
回

飲酒運転撲滅へ飲酒運転撲滅へ
コンテンツセミナーコンテンツセミナー

東ト協

Web併用でWeb併用で９月30日開催９月30日開催

10月９・10日開催

申
し
込
み 

９
月
30
日
ま
で

実施日程・時間帯
10月９日（土）10月９日（土） 10月10日（日）10月10日（日）

①  8時30分～  9時30分 ⑦  8時30分～  9時30分

②  9時30分～10時30分 ⑧  9時30分～10時30分

③10時30分～11時30分 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※�申し込みは原則、時間帯別
とし、①～⑩のいずれかの枠
で。定員は各時間帯とも40
人、⑥のみ20人⑥15時30分～16時00分



（５） 第1230号２０２１年（令和３年） ８月25日協 会
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、11
月
か
ら
開
講
す
る
第

22
期
物
流
経
営
士
課
程
の
受

講
生
を
募
集
す
る（
本
号
に

案
内
チ
ラ
シ
同
封
）。

　
受
講
申
し
込
み
の
受
付
期

間
は
８
月
25
日
か
ら
10
月
６

日
ま
で
。

　

第
22
期
課
程
は
11
月
10
日

　

東
ト
協
は
こ
の
ほ
ど
、
会

員
事
業
者
に
対
し
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
同
一
労
働
同
一
賃
金
Ｗ

Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
」
動
画
の

公
開
に
つ
い
て
周
知
し
、

適
切
に
同
制
度
へ
の
対
応

を
図
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
制

定
に
伴
い
、
正
規
雇
用
労

働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者（
短
時
間
・
有
期
雇
用

労
働
者
）と
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目

指
す
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

行
う
。

　

受
講
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①

修
了
後
の
試
験
合
格
で
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会「
物
流
経

営
士
」
に
認
定
、
②
専
門
の

講
師
陣
に
よ
り
、
経
営
の
基

礎
か
ら
物
流
の
方
向
性
ま
で

幅
広
い
知
識
を
体
系
的
に
習

得
、
③
視
野
拡
大
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
・
営
業
能
力
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
、
④
新
分
野
か
ら
の

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
い
ち
早
く
有
効
な
情

報
を
見
出
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
つ
か
む
能
力
が
向

上
、
⑤
長
期
研
修
を
通
じ
て

受
講
生
同
士
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

で
き
る
︱
︱
な
ど
。

　
募
集
要
領
は
次
の
通
り
。

　
【
受
講
資
格
】
東
ト
協
お

よ
び
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

会
員
事
業
者
の
役
員
ま
た
は

社
員
で
、
経
営
管
理
職
の
経

験
３
年
以
上
、
も
し
く
は
こ

れ
に
準
ず
る
者
。こ
の
ほ
か
、

会
長
が
特
に
認
め
た
者

　
【
募
集
定
員
】30
人

　
【
研
修
期
間
】
約
10
か
月

（
11
月
10
日
～
令
和
４
年
７

月
20
日
、
９
月
７
日
修
了

式
）。
授
業
時
間
は
総
計

１
１
０
時
間

　
【
受
講
日
・
時
間
】一
般
講

義（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合

会
館
）
／
原
則
と
し
て
、
毎

水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
５

時
45
分（
変
更
の
場
合
あ
り
）

　
こ
の
ほ
か
、宿
泊
研
修（
１

泊
２
日
）２
回（
11
月
と
来
年

５
月
予
定
）、
企
業
見
学
１

回
　
【
受
講
料
】
東
ト
協
・
関

ト
協
会
員
事
業
者
の
役
員
お

よ
び
そ
の
社
員
＝
35
万
円
▽

有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ

れ
、
今
年
４
月
か
ら
中
小
企

業
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
た
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
問
題

を
め
ぐ
っ
て
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
係
る
最

高
裁
判
所
の
判
決
が
出
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
会
員

事
業
者
に
お
い
て
も
対
応

を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
動
画

内
の
判
例
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
自
社
の
不
合
理
な
待

遇
差
の
有
無
を
確
認
す
る

な
ど
対
応
を
呼
び
か
け
て

い
る
も
の
。

　
東
ト
協
は
労
務
関
係
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
令
和

３
年
度
労
務
相
談
事
業
を
実

施
し
、
労
務
管
理
に
関
す
る

各
種
問
題
の
相
談
に
対
応
す

る
。
受
付
期
間
は
今
年
４
月

か
ら
４
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
働
き
方
改
革
の
推
進
や
関

係
労
働
法
制
の
改
正
な
ど
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

東
ト
協
が
契
約
し
て
い
る
労

務
相
談
員（
社
会
保
険
労
務

士
）が
、
給
与
体
系
の
見
直

し
や
就
業
規
則
の
見
直
し
、

労
働
時
間
管
理
、
解
雇
手
続

き
、労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

労
務
管
理
に
お
け
る
各
種
問

題
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

相
談
費
用
は
無
料（
東
ト

協
が
負
担
）。
た
だ
し
、
就

業
規
則
の
作
成
な
ど
相
談
以

外
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
依

頼
者
の
負
担
と
な
る
。

　

相
談
方
法
は
ま
ず
、
申
込

書
に
記
入
し
、
東
ト
協
業
務

部
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す
る
。
こ

れ
を
受
け
、
同
部
か
ら
連
絡

を
受
け
た
労
務
相
談
員
が
、

相
談
申
し
込
み
の
会
員
に
連

絡
す
る
。

　

相
談
日
時
や
場
所（
会
員

の
事
業
所
ま
た
は
指
定
の
場

所
）な
ど
に
つ
い
て
は
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
、
個

別
面
談
に
よ
り
相
談
に
応
じ

る
。
な
お
、
電
話
で
の
相
談

も
可
能
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ 

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
交
通 

環
境
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タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク

（
７
月
書
面
決
議
）

神
保
部
会
長
を
再
任

「
相
互
立
会
い
」推
進

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
書
面
に
よ
り
審
議
・
承

認
し
た
。

　

３
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
危
険
物
荷
卸
し
時
相
互
立

会
い
推
進
活
動
」
を
積
極
的

に
推
進
し
、「
相
互
立
会
い
」

の
重
要
性
を
周
知
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
荷
卸
し
時
の
混

油
や
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
な
ど

の
事
故
防
止
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
時
の
事
故
防
止
と
経
営

基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、
関

係
官
署
・
団
体
な
ど
と
の
情

報
交
換
を
密
に
す
る
と
と
も

に
、
部
会
員
相
互
の
連
携
強

化
を
図
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
神
保
義
昭
部
会

長
を
は
じ
め
、
各
副
部
会
長

を
再
任
し
た
。

セ
メ
ン
ト

（
７
月
書
面
決
議
）

髙
山
部
会
長
を
再
任

労
務
問
題
で
研
修
会

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
書
面
に
よ
り
審
議
・
承

認
し
た
。

　

３
年
度
事
業
計
画
で
は
、

セ
メ
ン
ト
輸
送
業
界
の
情
勢

に
即
し
て
、
労
務
問
題
な
ど

に
関
す
る
研
修
会
を
行
い
、

部
会
員
間
の
問
題
意
識
の
共

有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
他

の
専
門
部
会
と
合
同
で
特
殊

車
両
通
行
許
可
制
度
に
関
す

る
研
修
会
を
行
い
、
特
車
関

係
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
る
。

　

ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
セ
メ
ン
ト
部
会
の
活
動

に
協
力
し
、
労
働
時
間
の
上

限
規
制
や
標
準
的
な
運
賃
、

交
通
事
故
防
止
と
い
っ
た
課

題
に
取
り
組
む
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
髙
山
秀
一
部
会

長
を
は
じ
め
、
各
副
部
会
長

を
再
任
し
た
。

関
東
・
甲
信
越

（
７
月
書
面
決
議
）

内
宮
部
会
長
を
再
任

特
車
制
度
改
善
要
望

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
書
面
に
よ
り
審
議
・
承

認
し
た
。

　
３
年
度
事
業
計
画
の
重
点

施
策
と
し
て
、
特
殊
車
両
の

通
行
条
件
緩
和
や
審
査
条
件

の
短
縮
な
ど
特
車
制
度
の
改

善
に
向
け
て
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
重
量
、
鉄
鋼
、
鉄

骨
・
橋
梁
各
部
会
な
ど
と
連

携
を
強
化
し
て
要
望
活
動
を

行
い
、
そ
の
実
現
に
取
り
組

む
方
針
。

　

ま
た
、
関
東
地
方
整
備
局

と
の
迅
速
化（
ト
ラ
ッ
ク
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
定

期
的
な
開
催
に
よ
り
、
特
車

制
度
改
善
の
最
新
情
報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交

通
省
本
省
へ
の
要
望
上
申
に

向
け
て
取
り
組
む
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
内
宮
昌
利
部
会

長
を
再
任
し
た
。
ま
た
副
部

会
長
に
は
10
氏
を
再
任
し
た

ほ
か
、
太
田
忠
文
氏
を
新
任

し
た
。

　

東
ト
協
は
、

令
和
３
年「
秋

の
全
国
交
通
安

全
運
動
」（
９
月

21
～
30
日
）の

実
施
に
伴
い
、

期
間
中
の
９
月

22
日
を
街
頭
指

導
活
動
の
統
一

実
施
日
と
し

て
、
各
支
部
が

都
内
各
所
に
お

い
て
街
頭
活
動

を
展
開
し
、
交

通
安
全
を
呼
び

か
け
る
予
定

（
写
真
＝
今
年

春
の
交
通
安
全

運
動
で
の
取
り

組
み
）。

　

東
ト
協
で
は
、
交
通
安
全

運
動
を
よ
り
効
果
的
に
展
開

す
る
た
め
、
街
頭
活
動
の
統

一
実
施
日
を
設
定
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
支
部
が
歩
調

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
。

　
各
支
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
主
要
な
交
差
点
・
道
路

な
ど
で
街
頭
活
動
を
行
い
、

一
般
都
民
に
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
に
安
全
運
転
の
励
行
な
ど

を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
秋
の
交
通
安
全
運

動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再

拡
大
し
て
お
り
、
政
府
が
東

京
都
な
ど
に
対
す
る
緊
急
事

態
宣
言
を
９
月
12
日
ま
で
延

長
す
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
感
染
状
況
を
注
視

し
、
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
　
　
◇　
　
　
◇

　

東
ト
協
は
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
の
期
間
中
、
警

視
庁
交
通
部
と
の
連
名

で
啓
発
Ｐ
Ｒ
映
像
を
放

映
し
、
交
通
安
全
の
呼

に
開
講
式
を
行
い
、

来
年
９
月
の
修
了
式

ま
で
の
約
10
か
月
間

に
わ
た
り
所
定
の
講

座
を
受
講
す
る
。

　

同
課
程
は
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
次

代
を
担
う
人
材
育
成

を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
る
講
座
で
、

経
営
幹
部
に
必
要
な

企
業
経
営
に
関
す
る

専
門
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
も
の
。
座

学
だ
け
で
な
く
、
グ

ル
ー
プ
討
議
な
ど
も

そ
の
他
の
者
＝
40
万
円（
い

ず
れ
も
税
込
み
）

　
【
申
し
込
み
方
法
】受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

た
上
で
、
東
ト
協
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
に
よ
り
申
し
込
む（
関

東
各
県
ト
協
会
員
に
つ
い
て

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
女
性
部
会
は
８

月
６
日
、
令
和
３
年

度
全
国
代
表
者
協

議
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

を
開
催
し
、
２
年
度

事
業
報
告
や
今
年
度

事
業
計
画
、
全
国
研

修
会
開
催
な
ど
に
つ

い
て
審
議
・
承
認
し

た
。

　
同
日
は
こ
れ
に
先

立
ち
、
正
副
部
会
長

び
か
け
を
行
う
。

　

引
き
続
き
、
千
代
田
区
の

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
の
屋
外
大

型
ビ
ジ
ョ
ン
や
新
宿
駅
西
口

の
地
下
広
場
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
加
え
、
東
ト
総
合
会

館
１
階
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

に
設
置
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
放
映
す
る
予

定
。

　

啓
発
映
像
は
、
交
通
安
全

運
動
の
実
施
や
横
断
歩
道
の

ル
ー
ル
で
あ
る
歩
行
者
優
先

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
の
も

の
。

　
歩
行
者
や
運
転
者
に
対
し

て
、「
横
断
歩
道
止
ま
っ
て

確
認
お
先
に
ど
う
ぞ
！
」
と

呼
び
か
け
る
ほ
か
、
反
射
材

の
装
着
や
ラ
イ
ト
の
点
灯
、

横
断
歩
道
手
前
で
の
安
全
確

認
の
徹
底
な
ど
を
促
す
こ
と

に
し
て
い
る
。

は
所
属
協
会
を
経
由
し
て
申

し
込
む
）

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ 

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
教
育 

研
修
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９ 

・
４
１
３
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３ 

３
５
９・６
０
２
０
）

　
解
説
動
画
は
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
概
要
は

次
の
通
り
。

　

▽
前
編（
約
44
分
）
＝
①

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
と

は
？
、②「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
」
の
ポ
イ

ン
ト

　

▽
後
編（
約
54
分
）
＝
③

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に

関
す
る
判
例
、
④「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
に
対
応
し
て

取
り
組
む
べ
き
内
容
、⑤「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
へ
の
対

応
例
︱
︱
な
ど

　

な
お
、
東
ト
協
で
は
契
約

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労

務
相
談
事
業
を
実
施
し
、
会

員
事
業
者
の
各
種
相
談
に
対

応
し
て
い
る（
記
事
別
掲
㊧
）。

会
議
を
開
催
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、

部
会
長
に
原
玲
子
氏（
東
ト

協
女
性
部
本
部
長
・
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
）を
再
任
。
引

き
続
き
開
催
し
た
協
議
会

で
、
新
・
再
任
の
正
副
部
会

長
を
紹
介
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
国
研
修
会
や
代
表
者
協
議

会
・
正
副
部
会
長
会
議
を
開

催
す
る
ほ
か
、
全
国
の
女
性

組
織
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に

対
す
る
後
援
な
ど
を
行
う
。

　

な
お
、
今
年
度
全
国
研
修

会
は
９
月
24
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
形
式
で
行
い
配
信
す
る
。

「労務相談労務相談」
社労士が個別対応

東ト協
で料無

業界の次代担う人材育成へ業界の次代担う人材育成へ 第
22
期 

物
流
経
営
士
課
程

東
ト
協

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

1010
月月
６６
日
ま
で

日
ま
で

の全国交通安全運動秋秋 東ト協
各支部

警
視
庁
と
連
名
で

警
視
庁
と
連
名
で

啓
発
映
像
を
放
映

啓
発
映
像
を
放
映

９
月
９
月
2222
日日

統
一
街
頭
活
動

統
一
街
頭
活
動

同
一
労
働
同
一
賃
金

同
一
労
働
同
一
賃
金

「「
解
説
動
画

解
説
動
画
」」公
開
公
開

全ト協

東 ト 協  東 ト 協  適切な対応促す

原
部
会
長

原
部
会
長
をを
再
任
再
任

女
性
部
会

全ト協
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問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通環境G

◎�夜間の走行は前照灯の早め点灯や、道路状況によりハイビームの
活用を心がけること。また、高齢歩行者の特性（認知判断能力・身
体機能等の低下）を理解するとともに、対面の信号が青でも、横断
してくる “歩行者がいるかもしれない”と考えるなど、常に危険を予
測しながら運行すること。
日　時   8月12日（木）19時25分頃発生（曇天）
場　所 墨田区内（都道　丸八通り）
当事者 歩行者（男性７０代死亡）×事業用準中型貨物車（男性５０代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 曳舟

至 亀戸

墨田区立花

概　要
信号機のある交差点において、事業用準中型貨物車が
青信号で通過しようとしたところ、右方から左方へ横断
してきた歩行者と衝突したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の
      件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。
※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別　　　 営業用トラック関与の交通事故
安全

不確認
前方

不注意
交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数１当件数 68 30 16 4 0 7 2 0 0 35 162
関与事故件数関与事故件数 67 26 18 4 0 5 2 0 0 63 185
（前年比）（前年比） +7 +3 +9 +3 ±0 ±0 –3 ±0 ±0 –1 +18

中
型

１当件数１当件数 44 36 17 6 0 6 3 0 0 28 140
関与事故件数関与事故件数 46 30 23 6 0 6 2 0 0 64 177
（前年比）（前年比） –5 ±0 +5 +2 –1 +1 –1 ±0 ±0 +6 +7

準
中
型

１当件数１当件数 87 36 20 7 3 11 5 0 0 53 222
関与事故件数関与事故件数 86 36 26 7 3 9 5 0 0 110 282
（前年比）（前年比） +10 –19 –15 ±0 +3 +1 +2 ±0 –2 –3 –23

普
通
・
軽

１当件数１当件数 256 81 112 19 8 24 13 2 0 108 623
関与事故件数関与事故件数 267 77 135 19 8 25 13 2 0 274 820
（前年比）（前年比） +70 –16 +36 –5 –4 ±0 +2 –2 ±0 +14 +95

合
計

１当件数１当件数 455 183 165 36 11 48 23 2 0 224 1,147
関与事故件数関与事故件数 466 169 202 36 11 45 22 2 0 511 1,464
（前年比）（前年比） +82 –32 +35 ±0 –2 +2 ±0 –2 –2 +16 +97

死
者
数

大型貨物車（１当）大型貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
中型貨物車（１当）中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
準中型貨物車準中型貨物車（１当）（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
普通・軽貨物車普通・軽貨物車（１当）（１当） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

令和３年７月末
年間累計  「青だけど  車は私を 「青だけど  車は私を

          見てるかな！」          見てるかな！」
  令和３年７月
末現在の都内全

域の交通事故発生件数（本
年累計）は1万5,408件で、
前年同期比1,571件増加
し、死者は68人で同12件
の減少となった。
　営業用貨物車の関与事
故（「違反別」表の下段「注」
参照）発生件数（本年累計）
は1,464件で、前年同期比

97件増加し、死者は５人
で同１件の増加となった。
　事故類型別では、右左折
時の車両相互事故が198
件で、前年同期比29件増
加し、死者数は１人だった。
　違反別では、安全不確
認による関与事故件数が
466件で、前年同期比82件
の増加となっている。
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
令
和
３
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動（
９
月

21
～
30
日
）の
実
施
計
画
を

策
定
し
、
効
果
的
に
運
動
を

実
施
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　
政
府
の
中
央
交
通
安
全
対

策
会
議
交
通
対
策
本
部
決
定

の
推
進
要
綱
や
国
土
交
通
省

策
定
の
実
施
計
画
、
お
よ
び

関
係
閣
僚
会
議
決
定
の「
通

学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全

の
確
保
及
び
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
係
る
緊
急
対
策
」
を
踏

ま
え
、実
施
項
目
を
定
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転

事
故
の
増
加
、
お
よ
び
事
故

の
過
半
数
を
追
突
事
故
が
占

め
、
か
つ
死
亡
事
故
の
約
４

割
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
安
全
運

行
の
確
保
に
向
け
て
、
最
重

点
２
項
目
と
重
点
８
項
目
に

に
つ
い
て
、
特
に
運
転
者
へ

の
指
導
を
徹
底
す
る
。
具
体

的
に
は
、次
の
通
り
。

〈
最
重
点
推
進
項
目
〉

　
▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
＝
全

ト
協
制
作「
飲
酒
運
転
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を

活
用
し
、
運
転
者
に
対
す
る

適
切
な
指
導
監
督
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル

検
知
器
を
使
用
し
た
厳
正
な

点
呼
を
実
施
す
る
。
ま
た
各

種
啓
発
活
動
を
強
化
す
る

　
▽
追
突
事
故
お
よ
び
交
差

点
に
お
け
る
事
故
の
防
止
＝

全
ト
協
制
作「
ト
ラ
ッ
ク
追

突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～

追
突
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
」

や
、「
ト
ラ
ッ
ク
交
差
点
事

故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
交
差

点
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
」
を

活
用
し
、運
転
者
へ
の
指
導・

教
育
を
徹
底
し
、
追
突
・
交

差
点
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
。
ま
た
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
搭
載
車
や
車
載
カ
メ

ラ
装
着
車
両
の
普
及
を
促
進

す
る

〈
重
点
推
進
項
目
〉

　
▽
子
供
と
高
齢
歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止

　
▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　
▽
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
禁
止
の
徹
底

　
▽
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
の
防
止

　
▽
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　
▽
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　
▽
過
労
運
転
な
ど
の
防
止

　

▽「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
集
」
を
活
用
し
た
安
全

意
識
の
高
揚

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
車
両
の

安
全
性
の
確
保（
特
に
ホ
イ

ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点

検
の
確
実
な
実
施
）や
、
事

故
情
報
な
ど
の
収
集
に
よ
る

安
全
意
識
の
高
揚
な
ど
に
取

り
組
む
方
針
。

　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準

局
は
、
今
年
７
月
末
累
計
の

熱
中
症
発
生
件
数（
速
報
値
）

が
昨
年
同
時
期
と
同
様
、
高

い
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

に
対
し
、「
８
月
以
降
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
対
策
の
徹

底
に
つ
い
て
」
を
通
知
し
、

予
防
対
策
を
一
層
徹
底
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

　
７
月
末
累
計
の
熱
中
症
に

よ
る
死
傷
病
報
告
数
は
、
速

報
値
で
90
人
に
上
る
。
昨
年

同
期
累
計
で
は
速
報
値
で
93

人
だ
っ
た
が
、
確
定
値
で
は

２
１
８
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
も
同
様
に
報
告
数
が
確

定
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、

２
０
０
人
以
上
に
達
す
る
と

推
定
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
昨
年
８
月
の
確

定
値
が
６
５
０
人
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も
８

月
以
降
、
予
防
対
策
を
さ
ら

に
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

熱
中
症
は
例
年
、７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
急
増
し
て

い
る
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

者
数
も
急
増
し
て
お
り
、
感

染
防
止
対
策
と
同
時
に
熱
中

症
予
防
対
策
の
徹
底
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
夏
場

に
は
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

実
施
さ
れ
る
換
気
の
影
響
に

よ
り
、
屋
内
で
も
熱
中
症
発

生
リ
ス
ク
の
上
昇
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
室
内
の
換
気

方
法
や
休
憩
場
所
で
の
過
ご

し
方
、
飲
料
水
補
給
の
方
法

な
ど
、
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

熱
中
症
予
防
対
策
に
留
意
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

東
京
労
働
局
は
、
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
熱
中

症
予
防
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
労
働
災
害

防
止
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

令
和
３
年「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱

中
症　
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
お

り
、
予
防
対
策
の
一
環
と
し

て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
９
月
末
ま

で
行
う
予
定
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

動
画
に
よ
り
、
熱
中
症
予
防

対
策
と
対
応
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
。
視
聴
後
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト「
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策　

自
主
点
検
」
に
よ
り
取
り
組

み
状
況
を
点
検
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
動
画
は
、
厚
労

省
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
可
能
。
東

労
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
チ

ャ
ン
ネ
ル
へ
の
リ
ン
ク
、
お

よ
び「
自
主
点
検
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
）を
掲
載
。　

全ト協

飲
酒
運
転
根
絶
と
追
突

飲
酒
運
転
根
絶
と
追
突

・
交
差
点
事
故
の
防
止

・
交
差
点
事
故
の
防
止

秋
の
交
通
安
全

秋
の
交
通
安
全

運
動
実
施
計
画

運
動
実
施
計
画

職場の職場の
熱中症予防へ熱中症予防へ

ＷＥＢ対策セミナー

東労局

熱
中
症
予
防
対
策
徹
底
を

感
染
症
で
発
症
リ
ス
ク
上
昇

厚労省

最重点
項目
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●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
警
視
庁
交
通
部
長
に
対

し
、
要
望
書「
貨
物
集
配
中

の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の

見
直
し
の
推
進
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
」を
提
出
す
る
。

駐
車
場
所
な
ど
の
新
設
・
増

設
を
希
望
す
る
１
２
０
か
所

の
一
覧
を
示
し
、
設
置
拡
大

を
求
め
る（
１
日
）

　

●
政
府
、
８
月
22
日
ま
で

を
適
用
期
間
と
し
て
、
東
京

都
に
４
度
目
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
出
な

ど
を
決
め
る（
８
日
）

　

●
東
京
都
、
全
国
で
初
め 

て
、東
京
港
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
周 

辺
道
路
の
混
雑
状
況
を「
見

え
る
化
」
す
る
取
り
組
み
を

開
始
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
搭

載
さ
れ
た
専
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

の
位
置
情
報
を
活
用
し
て
待

機
時
間
な
ど
を
計
測
し
、「
東

京
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

所
要
時
間
等
見
え
る
化
シ
ス

テ
ム
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る（
14
日
）　

　

●
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
、
令
和
３
年
度
地
域
別
最

低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対

し
、
全
国
一
律
で
時
間
額
28

円
引
き
上
げ（
加
重
平
均
３・

１
％
ア
ッ
プ
）を
答
申
す
る
。

目
安
制
度
の
開
始
以
降
、
最

高
の
引
き
上
げ
額
を
答
申
す

る（
16
日
）

　

●
東
京
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
、
令
和
３
年
度
東
京
都

最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
東
京

労
働
局
長
に
対
し
、
時
間
額

１
０
１
３
円
を
28
円
引
き
上

げ
１
０
４
１
円（
２
・
76
％

ア
ッ
プ
）に
改
正
す
る
こ
と

が
適
当
と
答
申
す
る（
21
日
）

　

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
開
幕
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
開
閉
会

式
前
後
を
含
め
開
催
期
間
に

都
内
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ

る
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
も
実
施
予
定（
23
日
）

　

●
政
府
、
東
京
都
・
沖
縄

県
に
対
す
る
新
型
感
染
症
に

伴
う「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

８
月
31
日
ま
で
延
長
し
、
埼

玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・
大
阪

４
府
県
へ
の
追
加
発
出
な
ど

を
決
め
る（
30
日
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

第
１
１
４
回「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感
」
調
査
結

果（
今
年
４
～
６
月
期
、
速

報
）を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
、
一
般
貨
物
と
特

積
貨
物
の
輸
送
量
、
営
業
収

入
・
利
益
が
上
向
き
、
景
況

感
の
判
断
指
標
は
▲（
マ
イ

ナ
ス
）22
・
６
と
前
回
調
査

（
１
～
３
月
期
）に
比
べ
18
・

４
㌽
改
善
し
た（
以
下
、
指

標
の
動
向
は
前
回
比
）。

　
輸
送
数
量
の
回
復
傾
向
に

伴
い
、
実
働
率
は
▲
11
・
０

で
12
・
１
㌽
、
実
車
率
は
▲

10
・
３
で
14
・
２
㌽
そ
れ
ぞ

れ
上
昇
。
経
常
損
益
は
▲

19・８
で
８・１
㌽
改
善
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

貨
物
で
は
輸
送
数
量
が
▲

８・１
で
34
・
６
㌽
改
善
し
、

運
賃
・
料
金
も
▲
14
・
３
で

１・
９
㌽
水
準
を
上
げ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、営
業
収
入（
売

上
高
）
は
▲
２・
５
で
36
・

５
㌽
上
昇
と
大
幅
に
改
善

し
、
営
業
利
益
は
▲
20
・
５

で
16
・
９
㌽
改
善
し
た
。

　

宅
配
貨
物
で
は
、
運
賃
・

料
金
が
５
・
３
で
18
・
６
㌽

改
善
し
、
プ
ラ
ス
水
準
と
な

っ
た
が
、
輸
送
数
量
は
63
・

２
で
53
・
５
㌽
も
低
下
。
こ

れ
に
伴
い
、営
業
収
入
は
０・

０
で
１
１
０・
０
㌽
低
下
し

大
幅
に
悪
化
。
営
業
利
益
も

５
・
３
で
84
・
７
㌽
低
下
と

大
き
く
水
準
を
下
げ
た
。

　
宅
配
貨
物
の
運
賃
・
料
金

以
外
の
指
標
が
悪
化
し
て
い

る
が
、「
横
ば
い
」と
の
回
答

が
大
半
を
占
め
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
実
態
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

　

一
方
、
宅
配
以
外
の
特
積

貨
物
で
は
、
輸
送
数
量
が

78
・
７
で
１
３
１・
６
㌽
も

上
昇
し
、
一
転
し
て
プ
ラ
ス

水
準
に
改
善
。
運
賃
・
料
金

も
４・
３
で
36
・
７
㌽
上
昇

し
、
プ
ラ
ス
水
準
に
回
復
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
営
業
収

入
は
68
・
１
で
１
２
６・
９

㌽
、
営
業
利
益
は
46
・
８
で

92
・
３
㌽
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に

上
昇
し
、
プ
ラ
ス
水
準
に
改

善
し
た
。

　

た
だ
、
今
後
の
見
通
し
で

は
、
新
型
感
染
症
の
拡
大
や

緊
急
事
態
宣
言
延
長
な
ど
の

影
響
を
織
り
込
み
、
業
界
の

景
況
感
の
指
標
は
▲
34
・
５

で
今
回
調
査
よ
り
11
・
９
㌽

悪
化
す
る
見
込
み（
以
下
、

指
標
の
動
向
は
今
回
比
）。

　
実
働
率
は
▲
15・３
で
４
・

３
㌽
、
実
車
率
は
▲
17
・
０

で
６・
６
㌽
そ
れ
ぞ
れ
水
準

を
下
げ
る
見
込
み
。
経
常
損

益
は
▲
30
・
１
で
10
・
３
㌽

悪
化
す
る
見
込
み
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

貨
物
で
は
輸
送
数
量
が
▲

16
・
９
で
８・８
㌽
悪
化
し
、

運
賃
・
料
金
も
▲
17
・
５
で

３・
２
㌽
水
準
を
下
げ
る
見

込
み
。
こ
れ
に
伴
い
、
営
業

収
入
は
▲
14
・
８
で
12
・
３

㌽
、
営
業
利
益
は
▲
32
・
３

で
11
・
８
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪
化

す
る
見
込
み
。

　
宅
配
貨
物
で
は
輸
送
数
量

が
０・
０
で
63
・
２
㌽
悪
化

し
、
運
賃
・
料
金
も
▲
10
・

５
で
15
・
８
㌽
低
下
し
て
マ

イ
ナ
ス
水
準
に
転

じ
る
見
込
み
。
こ

れ
に
伴
い
、
営
業

収
入
は
▲
15
・
８

で
15
・
８
㌽
、
営

業
利
益
は
０・
０

で
５
・
３
㌽
そ
れ

ぞ
れ
悪
化
す
る
見

込
み
。

　
宅
配
以
外
の
特

積
貨
物
で
は
、
運

賃
・
料
金
が
４
・

３
で
横
ば
い
だ
が
、
輸
送
数

量
が
36
・
２
で
42
・
５
㌽
低

下
す
る
見
込
み
。
こ
れ
に
伴

い
、
営
業
収
入
は
25
・
５
で

42
・
６
㌽
、営
業
利
益
は
４
・

３
で
42
・
５
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪

化
す
る
見
込
み
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、「
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の
リ

ス
ク
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

～
Ｂ
Ｃ
Ｐ
〈
事
業
継
続
計
画

書
〉
作
成
の
手
引
き
～
知
識

編
２
０
２
１
」を
作
成
し
た
。

　

近
年
、
自
然
災
害
や
感
染

症
な
ど
の
緊
急
事
態
に
対

し
て
迅
速
に
対
応
し
、
取
引

先
や
社
会
か
ら
の
信
頼
を
高

め
、
事
業
継
続
が
で
き
る
よ

う
な
有
効
な
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を

作
成
し
た

も
の
で
、

特
に
中
小 

・
零
細
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
焦
点
を
当
て
、
自
社

情
報
を
書
き
加
え
れ
ば
、
基

本
的
に
そ
の
ま
ま
運
用
で
き

る「
事
業
継
続
計
画
書（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）」
が
作
成
で
き
る
よ

う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
を
平
易
に
解
説
し
て

お
り
、
そ
の
知
識
を
習
得
し

た
上
で
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ひ
な
形

（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
で
構

成
）を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
に
、

令
和
３
年
度「
職
場
の
健
康

診
断
実
施
強
化
月
間
」
を
実

施
し
、
集
中
的
・
重
点
的
に

啓
発
を
行
う
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
一
般
定
期
健
康
診
断
の
実

施
と
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

就
業
上
の
措
置
の
実
施
な
ど

を
徹
底
す
る
た
め
、毎
年
９

月
を「
強
化
月
間
」
に
位
置

付
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

　
今
年
度
の
重

点
周
知
事
項

は
、次
の
２
点
。

　
①
医
療
保
険

者（
協
会
け
ん
ぽ
や
健
保
組

合
な
ど
）と
の
連
携
＝
医
療

保
険
者
か
ら
特
定
健
康
診
査

の
実
施
対
象
の
従
業
員
の
健

康
診
断
結
果
を
求
め
ら
れ
た

際
は
提
供
す
る
。
な
お
、
令

和
４
年
１
月
に
改
正
健
康
保

険
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
た
後

は
、
特
定
健
康
診
査
の
実
施

対
象
で
な
い
40
歳
未
満
の
従

業
員
に
つ
い
て
も
、
求
め
ら

れ
た
際
は
健
診
結
果
を
提
供

自
社
の
実
績
や
デ
ー
タ
を
記

入
す
れ
ば
、
簡
単
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
年
、
異
常
気
象
な
ど
に

よ
る
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
さ
ら
に
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
緊
急
事
態

に
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た

　

国
土
交
通
省
は
、８
月
６

日
付
で
各
高
速
道
路
会
社
に

対
し
、
新
た
に
４
か
所
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）に
つ
い

て
事
業
許
可
し
た
。

　

新
規
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

（
い
ず
れ
も
仮
称
／
カ
ッ
コ

内
は
路
線
名
）は
、
笠
間
Ｐ

Ａ（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、

北
関
東
自
動
車
道
・
笠
間
西

Ｉ
Ｃ
～
友
部
Ｉ
Ｃ
間
）、
豊

橋
新
城（
第
一
東
海
自
動
車

道
・
三
ケ
日
Ｉ
Ｃ
～
豊
川
Ｉ

Ｃ
間
）、両
河
内（
中
部
横
断

自
動
車
道
・
清
水
い
は
ら
Ｉ

Ｃ
～
富
沢
Ｉ
Ｃ
間
）、
黒
丸

（
中
央
自
動
車
道
西
宮
線
・

八
日
市
Ｉ
Ｃ
～
蒲
生
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
間
）。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と

は
、
高
速
本
線
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
か
ら
乗
り
降
り
で
き
る
よ

う
に
設
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
で
、

専
ら
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
両
が
通

行
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
。　

中
で
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

は
社
会
を
支
え
る「
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
事
業
」
と
し
て
、

事
業
継
続
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
全
ト
協
で
は
こ
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、

リ
ス
ク
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
会
員
事
業
者
へ
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
8
月
13

日
、
令
和
３
年
度「
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
費
補

助
金
」
に
つ
い
て
、
物
流
総

合
効
率
化
法
に
基
づ
く
、
計

画
策
定
経
費
補
助
10
件
と
運

行
経
費
補
助
12
件
の
認
定
お

よ
び
補
助
金
の
交
付
決
定
を

行
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
主
な
計
画
策
定
経
費
の
補

助
案
件
と
し
て
は
、関

東
か
ら
東
北
ま
で
陸
送

し
て
い
る
鋼
材
・
鉄
鋼

ワ
ン
マ
イ
ル
共
同
輸
配
送
、

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
・
共
同
輸

配
送
、中
継
輸
送
な
ど
。

　

ま
た
、
主
な
運
行
経
費
の

補
助
案
件
と
し
て
は
、
中
部

～
九
州
間
で
陸
送
し
て
い
る

特
別
積
み
合
わ
せ
貨
物
に
つ

い
て
、
混
載
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ

イ
ン（
列
車
編
成
の
一
部
を

貸
切
輸
送
す
る
コ
ン
テ
ナ
列

車
）
使
用
に
よ
り
、
往
復
で

材
加
工
品
に
つ
い
て
、
幹
線

輸
送
網
の
集
約
化
に
よ
り
運

行
ト
ラ
ッ
ク
台
数
を
削
減
す

る
と
と
も
に
、
倉
庫
内
の
鋼

材
運
搬
に
無
人
搬
送
車
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
物
流
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
を

図
る
取
り
組
み
を
採
択
。
こ

の
ほ
か
の
案
件
は
、
ラ
ス
ト

鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
実

施
し
、労
働
力
不
足
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
図
る
取
り

組
み
を
採
択
。
こ
の
ほ
か
の

案
件
は
、
鋼
材
な
ど
重
量
物

の
幹
線
輸
送
の
集
約
化
、
船

舶
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
輸
送

網
の
集
約
化
を
同
時
実
施
な

ど
。

　

詳
細
は
、
国
交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

す
る

　
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
＝
新
型
感
染
症
の
影
響

で
、
や
む
を
得
ず
法
定
の
期

日
ま
で
に
健
診
を
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
健
診
実
施
機

関
と
協
議
の
上
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
健
診
を
実
施
で
き

る
よ
う
実
施
計
画
を
立
て
、

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
、

い
わ
ゆ
る「
三
つ
の
密
」
を

避
け
、
十
分
な
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
た
健
診
実
施
機
関

で
実
施
す
る

全ト協

◇７月分◇

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
改
善

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
改
善

一
般
・
特
積
が
持
ち
直
す

一
般
・
特
積
が
持
ち
直
す

景
況
感
調
査

景
況
感
調
査

４
～
６
月
期

全ト協

次期は再び悪化見通し

中
小
の
リ
ス
ク
対
策

中
小
の
リ
ス
ク
対
策

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成職

場
健
診
徹
底
へ

９
月
に「
強
化
月
間
」

国交省

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

４
か
所
事
業
許
可

幹
線
輸
送
の
集
約
と

物
流
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど

国交省

物
効
法
案
件

物
効
法
案
件
2222
件件
認
定
認
定

厚 労 省
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社
会
問
題
と

し
て
捉
え
て
み

れ
ば
、
最
近
は

ま
さ
に「
コ
ロ

ナ
の
時
代
」
と

言
え
る
。
今
回
の
感
染

症
と
関
連
し
て
、
よ
く
語

ら
れ
る
の
が「
ス
ペ
イ
ン

風
邪
」で
、１
９
１
８（
大

正
７
）
年
か
ら
大
流
行

が
始
ま
っ
た
、
と
さ
れ
る

◆
こ
れ
は
大
流
行
の「
疫

病
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
る
。
歴
史
家
の
磯
田
道

史
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
折

の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る

騒
動
は
、
わ
が
国
で
は
相

当
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
時
と
比
較
し
て
み
る

と
、
現
在
の
状
況
は
中
盤

に
当
た
る
ら
し
く
、
ま
だ

ま
だ
本
番
は
こ
れ
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
る
◆
疫
病

の
歴
史
は
古
い
。
し
か
も

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
や
っ
か
い
で
あ
る
。

一
生
に
一
度
当
た
る
か
ど

う
か
の「
歴
史
」に
、出
く

わ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

も
の
だ
。報
道
に
よ
れ
ば
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

き
て
い
る
と
は
い
え
、
ま

だ
十
分
と
は
言
え
な
い
よ

う
だ
◆
疫
病
と
い
う
の

は
、
こ
れ
だ
け
医
学
が
発

展
し
た
現
在
で
も
抑
え
が

き
か
な
い
と
い
う
厳
し
さ

が
あ
り
、
言
わ
ば
、
人
類

の
英
知
を
超
え
た
も
の
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
困
っ
た
事
態
で

あ
る
。
人
間
と
疫
病
と
の

闘
い
は
、
こ
の
先
い
つ
果

て
る
こ
と
も
な
く
続
く
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
思
う
と
人
類
の
無
力

さ
を
感
じ
る
。

 【パラリンピック・シンボルマーク巨大モニュメント】
お台場海浜公園
住所：港区台場１ー４
※大会期間中は閉鎖

 【オリンピックスタジアム周辺道路】
住所：新宿区霞ヶ丘町

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
興
奮
と
感
動
に
続

い
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
幕
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

全
競
技
無
観
客
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
に
、

応
援
は
テ
レ
ビ
の
前
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、昨
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
延
期
前
の
本
紙（
令
和
２

年
１
月
25
日
号
）で
、「
五
輪

巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。
勘
の
良
い
人

に
は
予
測
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
、
東
京
湾
お
台
場
の
同

じ
場
所
に
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
出

現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

縦
17
㍍
横
23
㍍
、赤
・
青
・

緑
の「
ス
リ
ー
ア
ギ
ト
ス
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
。「
ア
ギ

ト
」と
は
、ラ
テ
ン
語
で「
私

は
動
く
」
と
い
う
意
味
で
、

困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ

き
ら
め
ず
に
、
限
界
に
挑
戦

し
続
け
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
大
会
期
間

中
、
お
台
場
周
辺
の
お
台
場

海
浜
公
園
な
ど
は
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
大
き
さ

を
近
く
で
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん（
写
真
＝
商
業
施
設

デ
ッ
キ
か
ら
撮
影
）。

　

ち
な
み
に
、
撤
去
さ
れ
た

五
輪
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

鋼
製
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

お台場に再び出現お台場に再び出現

　

今
年
は
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
が
誕
生
し
て
50
周
年

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

８
月
に
都
内
で
開
催
さ
れ

た「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ス
ー

パ
ー
ス
テ
ー
ジ50th
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r
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a
r
y 
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」を
見
て
き

ま
し
た（
写
真
／
シ
ョ
ー

の
看
板
）。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
の
歴

代
ラ
イ
ダ
ー
が
総
出
演
す
る

シ
ョ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
格
好
良

か
っ
た
の
で
す
が
、１
号
は
格

別
で
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー

ン
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
で
す
が
、
子
供
の
頃
は
こ
の

番
組
に
あ
ま
り
熱
を
上
げ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
な
の
に
、

お
じ
さ
ん
に
な
っ
て
わ
ざ

わ
ざ
シ
ョ
ー
を
見
に
行
っ

た
の
は
、
日
頃
接
し
て
い

る
小
学
生
が
、
テ
レ
ビ
の

再
放
送
も
あ
っ
て
、
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
１
号
が
大
好
き

だ
か
ら
で
す
。

　
「
こ
の
変
身
の
ポ
ー
ズ
は

ど
の
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
な
の
か
、当

て
て
よ
」な
ど
と
ク
イ
ズ
を
出

し
ま
す
。
も
う
50
年
も
経
つ
の

に
、
何
が
子
供
た
ち
を
魅
了
す

る
の
か
知
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
シ
ョ
ー
で
の
敵
役
は
ご
存
じ

の
シ
ョ
ッ
カ
ー
で
、
大
幹
部
の

地
獄
大
使
を
倒
す
と
い
う
、
勧

善
懲
悪
の
典
型
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
声
援
は
送
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
最
後
は
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
を
見

て
い
て
感
じ
る
の
は
、
悪
が
見

え
に
く
い
こ
と
。
複
数
の
ラ
イ

ダ
ー
が
登
場
し
、
そ
こ
に
裏
切

者
が
い
た
り
し
ま
す
。
９
月
か

ら
始
ま
る
新
シ
リ
ー
ズ「
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
リ
バ
イ
ス
」
で
は
、

悪
魔
と
契
約
し
た
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
が
、
悪
魔
崇
拝
組
織
と
戦

う
と
い
う
も
の
で
、
話
は
複
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
こ
の
夏
、
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
１
号
役
の
藤
岡
弘

さ
ん
が
腕
組
み
を
し
、「
人
を

殴
る
の
は
悪
い
こ
と　
大
の
大

人
に
、
言
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ

な
」と
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

を
駅
で
見
か
け
ま
せ
ん
か
。
駅

の
係
員
や
乗
務
員
へ
の
暴
力
行

為
は
、
令
和
２
年
度
に
全
国
で

３
７
７
件
あ
っ
た
そ
う
で
す

（
日
本
民
営
鉄
道
協
会
な
ど
の

調
べ
）。
飲
酒
し
た
際
な
ど
に
、

駅
員
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
も

珍
し
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

不
安
や
怒
り
が
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
暴
発
し
て
し
ま
う
よ
う

な
現
在
、仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は「
内

な
る
敵
」と
の
戦
い
方
を
教
え

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　ライター ライター 

八街千尋八街千尋
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KIKOU 第4回

　
８
月
は
お
盆
の
時
期
だ
が
、今
年

も
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
な
ど
は
自
粛
が

求
め
ら
れ
た
。
お
盆（
盆
会
）は
、日

本
書
記
の
斉
明
天
皇
の
時
代（
６
５

７
年
）に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
古
く

か
ら
の
行
事
だ
が
、江
戸
時
代
に
広

く
庶
民
に
広
ま
り
民
間
行
事
化
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
８
月
の
６
日
、９

日
、
15
日
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
記
憶
と
も
重
な
り
、
各
地
で「
慰

霊
と
追
悼
」が
行
わ
れ
る
。

　

戦
後
76
年
が
経
過
し
、戦
争
当
時

を
生
き
て
き
た
人
た
ち
が

少
な
く
な
り
、
直
接
そ
う

し
た
人
た
ち
か
ら
体
験
談

を
聞
い
た
世
代
も
少
数
に

な
り
、
記
憶
か
ら
歴
史
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
記
憶
を
振
り
返
る
た
め

展
示
会
や
テ
ー
マ
展
な
ど

が
開
か
れ
て
い
る
が
、
街

中
や
路
傍
で
も
そ
れ
を
呼

び
覚
ま
し
て
く
れ
る
も
の

が
あ
る
。

　
表
参
道
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
発
信
地
、
流
行
の
先

端
の
街
、
お
し
ゃ
れ
な
街

な
ど
と
様
々
な
冠
が
つ

き
、
世
界
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
通
り
を

原
宿
方
向
に
向
か
う
と
明
治
神
宮
が

あ
り
、文
字
通
り
の
名
称
と
納
得
で

き
る
し
、青
山
通
り
と
の
交
差
点
に
、

そ
の
入
り
口
を
示
す
よ
う
に
大
き
な

石
灯
籠
が
立
っ
て
い
る
。

　

石
灯
籠
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
表
参
道
の
碑（
青
山
通
り
に
向

か
っ
て
右
側
）が
あ
る
。
人
々
の
注

意
が
ほ
と
ん
ど
向
け
ら
れ
て
い
な

い
、
そ
こ
に
は
今
の
日
常
か
ら
は

想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
碑
は
、
港
区
が
平
成
19
年

１
月
に
建
立
さ
れ
た
山
の
手
空
襲

の
追
悼
碑
だ
。
太
平
洋
戦
争
末
期

の
昭
和
20
年
５
月
24
、25
日
に
、山

の
手
大
空
襲
が
あ
り
、
当
時
の
渋

谷
区
、赤
坂
区
、麹
町
区
で
多
く
の

死
者
が
出
る
な
ど
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
。

　

当
時
の
新
聞
は「
Ｂ
29
約
２
５

０
機
が
帝
都
を
無
差
別
爆
撃
し
、

宮
城
、
大
宮
御
所
に
も
被
害
が
あ

っ
た
」
と
報
じ
た
。
東
京
の
空
襲

と
い
う
と
、
下
町
地
区
を
襲
い
12

万
人
を
超
え
る
死
傷
者
を
出
し

た
、３
月
10
日
の「
東
京
大
空
襲
」が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、そ
の
後
に
都
内
各

地
で
空
襲
を
受
け
た

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の

碑
が
改
め
て
至
る
所

で
戦
火
が
あ
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。

　

表
参
道
の
碑
に
は

「
表
参
道
で
は
、
ケ
ヤ

キ
が
燃
え
、青
山
通
り

の
交
差
点
付
近
は
、
火

と
熱
風
に
よ
り
逃
げ
場

表参道周辺㊤と表参道の碑㊦

「
飛
燕
」
が
格
納
さ
れ
た

大
沢
２
号
掩
体
壕
の
模
型

れ
て
い
る
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

都
立
武
蔵
野
の
森
公
園
に
は
、説
明

板
が
な
け
れ
ば
見
落
と
し
て
し
ま
う
遺

跡
も
残
っ
て
い
る
。「
玉
石
張
り
の
水
路
」

と
い
う
。
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切
ら
れ
て
い

る
た
め
、知
ら
な
け
れ
ば
、公
園
と
民
家

を
区
切
る
玉
石
を
葺ふ

い
た
大
き
な
溝
か

と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
深

さ
１
・
８
㍍
、底
幅
１
㍍
の
溝
は
、飛
行

場
周
辺
か
ら
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、

当
時
の
東
京
市
が
36
万
円（
現
在
の
価

格
で
約
１
億
３
０
０
０
万
円
）か
け
て

造
っ
た
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
現
在
、都
内
有
数
の
観

光
地
・
浅
草
で
も
人
の
姿
は
少
な
い
し
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
大
人
気
の
合
羽

橋
界
隈
も
同
様
の
よ
う
だ
。
こ
の
近
く

に
本
法
寺
が
あ
り「
は
な
し
塚
」
が
建

っ
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
を
控
え
、落
語
家
た
ち

が「
時
局
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
し
て
、

廓く
る
わ
ば
な
し
噺
や
男
女
の
話
を
中
心
に
53
の
演

目
を
自
主
禁
演
す
る
た
め
〝
噺
を
埋
め

た
〟と
こ
ろ
で
あ
る
。
埋
め
た
の
は
昭

和
16
年
10
月
30
日
。

　
昭
和
12
年
７
月
の
盧
溝
橋
事
件
を
き

っ
か
け
に
、中
国
と
の
全
面
戦
争
に
な

っ
た
日
中
戦
争
が
続
い
て
い
る
中
で
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争

に
つ
な
が
る
、当
時
の
世
相
の
一
端
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

敵
の
変
化
に
思
う
こ
と

敵
の
変
化
に
思
う
こ
と

歴史を伝える〝語り部〟たち歴史を伝える〝語り部〟たち

街中にもひっそりと建っている街中にもひっそりと建っている

を
失
っ
た
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
戦
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た

人
々
を
慰
霊
す
る
と
と
も
に
、心
か

ら
戦
争
の
な
い
世
界
の
平
和
を
祈
り

ま
す
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　

改
め
て
周
り
を
見
回
し
て
み
る

と
、い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
そ
こ
、こ
こ

に
あ
っ
た
こ
と
を
資
料
・
証
言
な
ど

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

府
中
市
白
糸
台
の
住
宅
街
に
、低

い
か
ま
ぼ
こ
型
の
構
造
物
が
あ
る
。

説
明
板
に
は
、飛
行
機
を
格
納
す
る

た
め
の
掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕（
白
糸
台
掩
体
壕
）と

あ
る
。
掩
体
壕
は
、
太
平
洋
戦
争
当

時
に
米
軍
か
ら
飛
行
機
を
守
る
た
め

隠
し
て
お
く
格
納
施
設
で
あ
る
。

　

当
時
、こ
の
辺
り
は
陸
軍
の
調
布

飛
行
場
が
あ
り
、首
都
防
衛
の
飛
行

機（
戦
闘
機「
飛
燕
」）を
守
る
た
め

に
飛
行
場
周
辺
に
約
１
３
０
基
造
ら

れ
た
と
い
う（
全
国
で
は
約
１
０
０

０
基
以
上
が
造
ら
れ
て
い
る
）。
近

く
の
都
立
武
蔵
野
の
森
公
園
に
も
、

２
基
の
掩
体
壕（
大
沢
１
号
・
２
号

掩
体
壕
）が
残
っ
て
い
る
。
２
号
に

は
掩
体
壕
の〝
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
〟も
置

か
れ
、
飛
燕
が
格
納
さ

足
を
止
め
て
思
い
を
巡
ら
す

足
を
止
め
て
思
い
を
巡
ら
す  

よ
す
が
に

よ
す
が
に
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